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40 佐キ木隆介

はしがき

協同組合は一般に経済事業を行う団体であると考えられており，その教育商における活動の重要

性が看過されがちである。

しかし，この商の振興こそが，真に協同組合を意義あらしめる途であり，社会教育にも恰好な場

を提供するものと思う。協同組合がその教育的効果をもっともよく発揮すると考えられるのは，農

村における協同組合即ち農業協同組合である。

本道においては，既に大JEの米期に設立を見fこ北海道製酪販売組合連合会が農村~対象として広

汎に主主る教育活動を展開し， 組合は後に会社の形態必採るに至ったが， その教育の方針は継続さ

れ，本道農村に多大の影響，感化~及ぼしずこのである。

われわれは協同組合が実践した教育事業として，その活動の跡弘北海道開拓の過程と[1児み合わ

せながら検討して， もって学び得にところのものを，今後の協同組合教育事業の振興と更に広くは

学校教育，社会教育の進展のために役立にせすこいと考えるものである。

第一章協同組合と教育

第一節協同組合と教育

一般に協同組合は経済上の主義であると考えられている。然し，それにも拘らず，協同組合は，教

育的計画においても，経済事業と同様な認識冶要求するところの，幾多の社会的利点、並ひに倫理的

利点、そ有するのである00〉

一例を掲げるに， ドイツにおける農民中産階級を中心とし，キリスト教社会主義そ背景とせる

F.W. Raiffeisen (1818-88)の創始にかかるドイツ信用組合運動は， 同時に教育運動であったと

称せられる。∞

こLで，われわれは協同組合運動における，教育の狙いを考えて見fこい。

第一は，大々に協同することを教え，人々に協同組合に対する忠実の念を発達せしめ，そして組

令に対する忠、誠は個人並ひじ社会の福祉を増進せしめることを理解させることである。

第二は，その scopaにおいて幾分広く， 学校教育制度とその役割そ分担すべきものである。即

ち，人々やして善き消費者たらしめ，より啓発されたる選挙人すこらしめ， もっと役に立つ市民たら

しめることにある。厳密には，協同組合のことと云うよりも，人々~~緒に働かせようとするもの

のごとくである。

さらに，協同組合による教育は，農業，漁業及ひ、小規模生産者の組合において，特殊の狙u、をも

つものであって，それは，組合員に，彼等の職業そより完全に理解せしめることにあるのである。くの

次に，協同組合の社会的手IJ点であるが， Casselmanは以下のように列挙している。ω

1. 協同組合運動の諸原則の実行は，人間の個人的及び社会的福祉に対して，重大なる貢献をす

る。

2. 協同組合の哲学又は自助の哲学は，それや実行することによって，人々に自ら事そ行うこと
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を教える。協同組合は， initiativeの学校である。

3. 協同組合の事業に参加することによって，自己犠牲，チーム・ワーク，同胞愛，キリスト教

の精神治生む。相互扶助の基礎の上に勧織されているので，隣人救済及び慈善の精神を生む。

4.協同組合は国家的平和及び国際的-f-;f日Jをつくる。戦争の種子と圏内の不和そ取り去ることによ

って，叉人々に国民が共に働くべきことそ教えることによって， このようになるのである。

5. 協同組合は，金銭の代りに，人間を支配し，人間の優越を認める方法によって，現代を甚だ

特徴的ならしめている， 物質主義の中心右衛くものである。人間の価値こそ，金銭の価値に代っ

て，価値と尺度になる。

6. 協同組合は国家主義に対する最も強力な防壁であり，これに代るべき，最も効果的な組織で

ある。国家主義は，人民が自らを扶けるにめに何事も為し得ず，国家のみが凡ての官在所有し，凡

ての生産の手段沿統制し且9操作するという基盤の上に立脚している。協同組合は中道沿歩み，国

家は人間を統制し且つ支配すべきではあゐが，人民は富の生産と経済的欲望の満足に関する限り，

自分達自身に関すること冶統制い追及すべきであり，そしてこれができることそ信じ且つ教える

のである。

7. 協同組合の原則の実行は，人々に道徳的効果を与え，彼等をよりよき市民とし，より啓発せ

られた選挙人，より正直なピジネス・ 7 ンたらしめ，より社交的にして慈悲深き人たらしめるもの

制 である。

説 1. P.H. Casselman， The Cooperative Movement and Some of Its Problems 1952 pp. 43-4. 

2. ffl阿消却「農村教育玉!IllWJ(岩波講雄「教育科学Jt!120珊〉参照

3. P.H. Casselrnan， ibid. pp. 28-9. 

4. P.H. Casselman， ibid. pp. 155-6. 

第二節社会教育の揚としての協同組合運動

わが国の現在の社会教育を見るに，主として施設，団体，方法について論議され且つ実施されて

いる。例えば，公民館，図書館，博物館，青少年団体，婦人団体， P.T.A.視聴覚教育，討議討

論法，青年学級，成入学校，通信教育等があり，一見極めて華やかでありグアラエアイに富む感が

するが，その狙いに強力な筋金が通って居らず，叉社会教育の対象に闘しでも明確に把握せられて

居らぬことは遺憾である。こ Lに従来比較的閑却されており，而も社会教育において重大なる効果

や期待しうべきものの〕として協同組合が挙げられると考えるものである。しからば，協同組合仏

如何なる機能そ発揮するものであろうか。

これを CIE映画「農業協同組合JC現在はUふI.S.映画と称せられる)について見るに， 成人

教育の手段としての協同組合運動ーを次の如く説明している。ω

1. 個人行動の教育と集団行動の教育。

教育は人の天賦の能力~充分に発揮できる状態に置くことであり，天賦の能力は肉体的，経済的

社会的，文化的，精神的能力の五つに分析し縛る。而して経済的能力は他の能力の基礎をなすもの

である。経済的能力の培養法には，個人の経済力の育成と集団の経済力の育成とがあるが，個人の

カで克服できぬ障碍そ打破するのに集団のカが必要なのである。

3 



42 依存木隆介

2. ロツチデールの先例。

1844年英国ランカシアの一都市で28名のフランキル織物工が泊費組合や設立しており， 既に-

ill:紀以上前に集団の経済力巻応用していたのである。

3. 経済問題。

非境にl瑞いでいる人に単に文化，教育~授けようとしても無駄である。

4. 協同組合の普通性。

協同組合は現実的にも可能的にも大きな存在である。

協同組合が成人教育運動の場として，殻巣~示しfこ典型として，次にカナダにおりる経過を述べ

ることとする。

設 l. CIE[""農業協同組合」研究と討論の莱

第三節 AntigonishMovement について

本節においては， カナターの NovaScotia， Antigonishにおける St.Francis Xavier大学の首唱

による AntigonishMovementについて述べよう。ωこれはカナダの四市岸洲を包含する成人教育

運動である。 Antigonisl】協同組合は幾多の点で特色~有している。 しかし， それは教育において

特殊な成果冶持つという一点、で， 独特なものである。.St. Francis Xavier計画において， 協同組

合は，第一に成人教育の手段と目され，第二に経済的解放の方法として目されるのである。本協同

組合の教育者逮は，経済的なー協同組合弘経済的道具としてよりも，むしろ教育の道具として観察

する。運動の狙いは，大衆により充笑し.tこ生活や開くことによって，大衆ぞ経済的に自由にし，同
時に彼等~知的に解放することである。今や二十数年やけみした Antigonish Movementは確固fこ

る原則に基くことそ証明しに。 凡ゆる草花の協同組合は開始以来10倍に増加しに。漁民，農民，鉱

夫t.e包含するところの，沿海の貸しい階級は，協同組合の効果の恩恵身受け，最初にその効巣を認

識したのである。

本運動は特別な要求に応ずるため司 カナダの特殊な地域のために計画されたものである。他の地

域も確かにいJーの技術必用いることができた。然し， アメリヵの多くの他の地方は，異なる環境を

必要とする。故に， Antigonishの哲学と観察と方法とは若干の修正なしには， 何処にでも移植す

ることは期待できない。然し，凡ての地域は， Antigonishの経験から，次の如き利益治受けるの

である。即ち，第ーは協同組合における成人教育の強調であり， 第二は studycircle の利用であ

り，第三は組合結成前に，組合員に働きかけ，これを形成することであり，最後に大いなる調和そ

もつτ，活動する種々なゐ協同組合のす~~~もつことである。

本運動の発展の経緯は...ーガ、レツト・デク'ピーがその著書に詳しく示しているので，繁暑いと

わず引用すれば共のごとくである。くの

["" (聖フランシスコ・ザピエル大学は)1930年頃に協同組合活動を推進するために， 積極的な成

人教育運動を開始したのであった。約30年来この大学はその周囲の農村地方で住民が貧乏のfこめ

農地や漁場ぞ放棄してしまい，更に彼等がllEカナダやアメリカに移住して行くため， この地方の社

会的な生活力というものが闘に見えて埠々崩壊して行く事実を認めていた。そこで，大学では村民
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大会を聞き， その会衆の中から希望者を募ってできた約10人余りの未教育の成年者からなる研究

会を開き， これに働きかけたのである。そしてこの研究会の指導は地方の未経験者の手にゆ記ねた

のであつに。こうして書籍やその他の材料が会員に配布され叉会員にとって最も切実な一般的な経

済の利害問題が研究の題目に選ばれ，研究の結果は何等かの形となってあらわれる。できれば協同

組合的な活動が起ることが期待されていたのむある。しかし， こうしに行動は早急に起ることは何

も要求されていなかった。」

T.L. Smithはその箸“TheS∞iology fo Rural Life"において， 本運動を目して， cultural 

patternとしての協同組合の発展と普及とを示しに素晴らしき実例であるとなし，その活動状況を

述べて，弐のごとく描写している。くの

「今日 20万の農民，漁民， スコツトラン 1'-，フランス，アイルランド，イングランド系統の農村

人が， 生活の凡ての分野で協同組合を活用している。彼等の事業は70の貯蓄銀行 1の親応と 4

の支屈を持ち，パン屋 i.}Vク殺菌工場，洋服製造所，協同の鱗詰工場，粉挽場，各種の工業等を

持っている。 St.Francis Xavier大学によって唱導されたstudyclubの速やかな成長がある。.9!

に協同組合活動は，経済問題に制限せられず， ライプラリ{や，言葉の棄の意味での教育活動をも

包含した。凡ゆる運動が根ざしたところの大学の studyclubは最高の型の，民主的市民の訓練場

である」と。

協同組合が教育と如何に密接な関連をもちうるかは上述したところによって，理解できるのであ

るが，経済的事業と結びついている点に特に大きな効果与を示すことそ学ぴ得た。協同組合教育運動

は，従来，わが国においてどのように展開されたかを次章において考察しにい。

最後に一言したいことは，協同組合教育にはこつの商があることである。即ちーは，協同組合運

動の一般的原理や組合の施設の利用についての組合員に対する教育であり，他は組合の業務を担当

する従業員の教育である。以下の研究は前者に重点を置いてゆくこととしたい。

註 1. 以下主として， P.H. Casselman， The Cooperativa Movement and Some of Its Problems 

pp.41-2に基く

2. マーがレツト・デグピー務大熊良一訳「世児の協尚組合J218-9頁
3. T.L. Smith， Tha Sociology of Rural Life， 1947， pp. 493-493 

第二章わが固における協同組合の教育活動

第一節 わが国農業協同組合の教育活動

下 一概に協同組合と云つでも，各種の形態があ t人叉農枕漁村，者|市沿対象として，農業協同組

合，漁業協同組合，中小企業等協同組合，消費生活組合等が存しており，これらの諸活動に検討冶

加えることは饗易でなU、。そこで，わが国の協同組合が歴史的に見ても，組合員の数から見ても，

殆どが農村的であり農村における協同組合がわが国協同組合運動の特質や示すものと思はれること

と，叉その教育活動の展開においても最も注目すべきものがあったことに着目して，研究の対象を

農業職域に限定して，その前身である産業組合時代以米の教育活動に一瞥止を加えたいと考える。

農業協同組合の歴史を回顧すれば，明治32年，農会法制定に始まり，明治33年，産業組合法制

日
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定，明治4311三産業組合中央会，帝国農会の制度確立，降つ1昭和18年には，農業団体の統合に

よって農業会となる。昭和20年，従来の農業会に対して若干の改削あり，昭和22年，農業協同組

合法の制定，昭和23年，農業会解散により，正式に農業協同組合の誕生命見，昭和26年，農業協

同組合再建整備法の施行を見fこというのが，その立法的変謹であった。

上記に示した産業組合と帝国農会とはわが国農村における教育機関として代表的なものと称され

た。特に産業組合中央会は教育活動に大いに重点を置いており， この機関は産業組合主義の普及宣

伝指導奨励をなすことを主要任務とする全国的中央機関であるとせられに。そして，その教育事業

として掲ぐべきものは，産業組合学校の経営L 長期，短期実務講習会の開催，その他，講習，講

演，協議会の主催，会報「産業組合」家庭雑誌「家の光」の発行等であり，種々の商ぶ二及ん7ごが，ω

これら産業組合の教育活動がどの程度迄，農民の育成にあづかって力あったかは充分な回答をする

ことができない。概して言へば産業組合の教育運動は，留岡清男教授が述べられているように，r上
から強いられた行政的関心を主体とするものなる故，ー真の協同組合精神に燃えた内からの発達は阻

まれた。官製的産業組合には国民的宗教の背景もなく， 愛国的， 愛郷的精神も浸潤せず，j と目さ

れる状態であったごとくである。くの

今弐大戦後，農地改革法とともに農村民主化のためのこ大立法のーとしτ，上述の農業協同組合

法の公布，施行身見fこのである。その条文治見ると，第1条に本法の目的として.iこの法律は，農

民の協同組織の発達必促進し，以て農業生産力の士宮進と農民の経済的社会的地位の向上や図り，併

せて国民経済の発展会期することや目的とする」とあり，農民の経済的社会的地位の向上在図るこ

とや強調しており，叉第10条には組合が行うことのできる事業として，その第9項に. i農村の生

活及び文化の改善又は医療に関する施設」第10項に「農業技術及び組合事業に関する組合員の知

識の向上や図るための教育並びに組合員に対する一般的情報の提供に関する施設」が挙げられてお

り，第1条， 第 10条ともに， 農業協同組合における教育事業の重要性栓指摘するものであると考

える。

新しき農業協同組合の性格は，農民の団体，自由意思に基く団体，公開主義の団体，民主的管理

の団体，経済的事業を行う団体，教育的団体，自主的団体等と目され，形式的には，民主的，非営

利的経済団体(宇公益事業体)としての農民組織であるとみなされている。〈の

果して，わが国の農業協同組合が法の所期した成果をおさめるに至ったかどうか在知るための一

つの尺度として，昭和26年に国立世論調査所が行ったところの「農業協同総合に関する世論調査」

の結果必参照してみよう。(の

ず

w 

+ 

、咽

本調査の中心課題は昭和26制月から施行中の農業協同組合再建整備法やめぐって.r永年国家 イ
統制機関に馴れてきた農家自身の限には，組合員自身の自主的キ邸哉機関としての農業協同組合がい

かに映じ，いかなる関心の対象となっているか」に在るとされる。

その設問中「農業会がなくなって協同組合が出来たため，何かよくなったということはありませ

んか」に対しては. iないj(不明や含む)6g%.iあるj32%とU、う結果である。.f，![Jち，農業協同組

合に対する評価・批判に闘しtは，組合に対する極端なる無関心が是されている。このことについ

て，報告書の分析は「事実農業会から協同組合が何ら脆皮新生していないということ……単に看板

6 
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のぬりかえにすぎないか，若しくは少くとも多くの農家にとっては，そうとしか映じていないこと

や物語っているものといえようJと指摘している。叉よくなったことがあると回答した.32%のも

のも，具体的にその事項を指摘しfこ結巣冶みるに.I指摘の仕方は極めて腰昧であり，具体的な事務

よりも単に気持として感じがよくなったとか，親切になったというがごとき『雰囲気』を云うもの

の方が多U、」というような状態である。

吹いで，組合事業に対する希望であるが. I米麦の取扱以外では， 組合としてどんな事業に一番

カや入れてやってもらいたいと思いますか」に対しては，やってもらいたいことが.IあるJ63%. 

「ないJ(不明)37%とb、う結果を示している。而して. Iある」 ものの中過字数は，販売・購買に

ついてあげているのであり. r:技術指導， 工業化，多角経営等については， 組合を通してこれの振

興J.e考える程には至っていなb、」のである。この世論調査の結果に徴してみても，農業協同組合に

対する農民の世論は，極めて無関心であり，その活動をも余り認めて居らず，而も重要なるべき教

育活動に対しでも，組合には何等の期待さえよせていないとU、つでもよい有様である。新しき農業

協同組合の在り方は，斯様なものであってよいであろうか。今一度夏めて，その教育活動の現状巻

眺めτみたい。

昭和28年末に開かれた第2回全国農業協同組合大会の大会情勢報告において，武正大会委員は農

業協同組合の教育事業について言及している。∞同氏の報告によれば，基礎教育については農民教

W 育協会並に協同組合学校，都道府県講習所があり，特に組合学校は29年春より「協同組合大学jに

f昇格することになっており，又杢指連，都道府県指導連は夫々講習会などを開催している。

農業協同組合の教育務蒙手段として，全国新聞速は「日本農業新聞JJ.e発行しており，文部数の

P 伸びている「家の光」は現在既に.100万部在発行している。同じく「家の光」協会発行の「地上J.

'、

うーー

会指連発行の雑誌「農業協同組合JI農業協同組合年鑑」等の刊行物がある。農業協同組合は共の

他ラジオ，映画なEを通じて一般大衆の教育にも努めている。これらを検討してみるに，組合学校，

組合講習所の他には r家の光J;a.筆頭とする， 一連の印刷物による勝蒙が大きな位置を占めてお
り，その教育活動には，率直に言って，従来の産業組合時代に比較しての新味も，他の機関の教育

活動に比較しての特色も余り見出されぬごとく思はれる。

然し「家の光」の普及については，特に力を入れているものの如し大相撲の呑附になぞらえた

金園町村の「家の光J購読者数の番附.を作成配布しているほどである。

近藤康男氏は「貧しさからの解放J(第二部農業協同組合篇)において.I協同組合主義の幻想」

と題する書き出しで，協同組合運動の批判に及び，教育事業に関しては.r家の光JJ.e探り上げ.I農
協の4デオロギーは色が槌せfこが，それでも上から下へ伝達する必要のあることもあり，それより

は，農民そして，いつまでもねむらせておく方が!日秩序冶続けるのに好都合な側から適当な娯楽続

みものやあてがうことになる。それが『家の光』である」と甚だ辛採な批判を下している。 ω

これに対しては本位田詳男氏の再批判があり，近藤氏は農協が農民のためではなく独占費本にい

かに奉仕しているか札農林中央金庫，金}時速，金養連，家の光等の活動を分析しながら明かにし

ようとしており，農協は農民の利益を伸張することには役立っていないことを立証しようとしてい

るが， その所論は農協の本質論と現実論との混同であると反駁している。くりこ Lでは，この問題に

7 
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は深く立入ることはしない。農協の教育事業には，いかようなものがあるかを検討するに止めたい

のである。

説 1. 産業組合中央会「改訂産業組合の現勢j昭和 17年による。

2. 留阿清男「農村教育運動」参照

3. 国立世論調査所「農業協同組合に関する世論調査」附1127年7月 ザ
4. 調査の方法

(1) 調査期日昭和26年 9H5f:1-9月お日

回)地 域都ili郎を除〈全国調査抽:.H町村数 60

(3)対象者満20才以上の日本人男k世帯主主，000を民業協同組合貝cmし， ZE組合員を除く〉名
符土りランダムに抽出

(4) 抽/.H方法 M化無作為抽出法

(5) 有数調査W~ 2906 

5. 指導連発行雑誌、「民業協同組合Js{l手1129年2Jl号 12頁
6. r中央公論JI昭和28('f. 11月号 291頁
7. 本位悶鮮労「近藤教授の農協論についてJcr農業協同組合J29年2月号)43頁以下
本位同f単身「農協は独占資本に米仕するか」く「地I二J29 "'f. 2月号〉

第二節北海道Kゐける農業協同組合の教育活動

北海道農業協同組合年鑑(1953年版)よれば，昭和27年7月現在で， 総合組合368組合， 特殊

匂

組合412組合，その上に10の連合会組織があり，組合員の状況巻みると，組合員数は21万人を超 唱

え， 1組合平均618人を算えている。金道農家戸数245，757戸と対照する時， その普及の程度治知

り得るのである。

その教育文化活動を見るに，道の設置になり，農協職員の養成を所期する道立農業協同組合講習 ‘ 
所の活動や除いては般組合員に対するものとしては，組合では講演会，映画会等の開催，農閑

期.を利用しての洋裁学校の開設，生活改善講習会，映画による文化活動等であって，特色あるもの

としては，他府県に余り例を見ぬラジオの共同聴取がある。(設置機械数474，利用者数《スピ戸カ

ー)52，293，網走，上川支庁管内に最も普及している。昭和27年3月現在〕く1)又，上述した「家

の光」と「地上J(指導唐用)の普及実績巻上げることは「組合文化事業のバロメーター」として

考えられており，前者は， 25年17，∞0都， 26年23，000部， 27年42，000郁， .28年約60，000部と

躍進や途げており，後者も 25年の1，227部カ、ら漸増の傾向にある。ω

その他に触れるべきものとして，差益協背年部と婦人部とがある。背年部ができfこ理由は，農村の

生活，文化，経済の中心をなす農協をもり立ててゆくことが農村の生活.を楽にしてゆく上に最も近

道であり且つ必要であることを農村背年が認識しfこにあり， その契機.をなすものは， 昭和23年春

以来全道33ク町村にわたって実施された農業協同組合模醗討論会 (ModelDiscussion Group)で

あり，青年部の主要な事業は，農協組本質の研究，農業経営の改善，部員の厚生，健全娯楽の普及，

機関紙の発行等であり，(3)124の単位キ邸設に， 9，701人の農村青年が参加している。(のその優良事

例の若干として，生活改善運動，図書文庫の設鐙， ラジオ共同聴取の推進等身挙げうる。農協婦人

部は結成数33，部員数9，302人であるが，∞その発展は今後の課題として残されており，文化的活

動にも顕著なちのは見られない。

8 
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斯様に概観してくると，若干の組合を除いては，組合の教育文化事業として挙げうる強力なもの

は見当らず， Cornrnunication Media を羅列しての教育活動に過ぎず，その聞に，農民の精神や意

識に影響を及ぼし，技術~与えるための努力が依乏しているように見受けられるのである，このこ

とは，当事者も認識しているごとくであり，教育事業の必要に関して， i北海道農業協同組合年鑑」

う にも， iその必要性は組合自ら充分承知しながらも他の事業にくらべて比較的に消極的にならざる

や得ない状態にある。更に購買・販売等の事業の如く組合員との聞に直接経済的利害関係を生じな

いため組合員の側でも割合に関心が薄く，こ Lにもこの事業の困難性がある」∞と指摘しており，

指導連でも，現在の段階では経済事業や通じての教育とU、ヮことに，その限界必定めているときい

ている。だからといって，現状のまま放置していては，教育事業の目標とする「その地方の環境と

立地条件に適応したものや取り入れて，明るい良キ、士文化身創造しそれを推進して行く」く7)ことが達

成されぬことは明白である。

v 

うr

まことに，今日の農協教育事業は，概して乎商的であり，散発的であり，今日の社会教育の税り

方と相f以fこるものがある。

農協の教育事業として，われわれは他に適切なものを考えることができぬであろうか。農協の教

育事業は「経済的利害関係」身離れて，単に読書したり，映画を見にり， ラジオ~聞いfこり，講習

会にでかけることに過ぎぬであろうか。いな，むしろ経済的利害関係と密接に結ひ・ついたものでな

ければならぬと考える。斯くてこそ，農民を吸引し， これに真実の教育治与え得ると考えるのであ

る。それでは，か L る前例はなかったのであろうか。われわれは，本道に好簡の模範~見出しうる

のである。これこそ，大正末期に狐々の声脱げ，本道問機界に雄飛した北海道製酷販売組合連合

会 Ci醗連」と呼称。以下このように呼ぶこととする)の教育事業であって，この産業組合は後に，
北海ー道興農公社，北海道酪農協同株式会社，雪印乳業株式会社(北海道バター株式会社〕とその形

態の変遷を見fニが，一貫して教育事業に力を注ぎ，見るべき成果~遺したのである。われわれは酪

連以下の教育活動やこ Lに展開せしめることによって，その足跡と農業協同組合の教育事業に対す

る示唆在学びとろうとするものである。

設 1. 北海道協同組合通信社 i;fl:海道農業協同組合年錐J(19日年版)103-4頁

2. 北海道指導農業協同組合連合会「北海道liE業協同組合要覧J(昭和127年 3丹)141'i 

3. 北海道農業協同組合総「農業協同組合青年郎を追う」

4. 北海道農協年鑑 71頁

晋.同 1ニ 72頁

6. 同l:. 103頁

7. 同 Iニ 102頁

第三章酪連接展の鰹湾的基盤とその諸問題

われわれは陥速の教育活動そ展開せしめるに先立って，先づその経済的基礎を考慮せねばなら

ぬ。何となれば，教育活動は，拠って立つ経済的基盤からにじみでたものであるからである。以下

の考察に当り，数多い資料の中で，特に鱗連発行の「酪連十年史JC昭和 10年)並びに農林省農業

総合研究所発行の「北海道断農の研究JC昭和26年)が役立ったこと会予め，述べておきたい。

9 
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第一節第二期拓殖計画と酪農

明治初年北海道の開拓はホラシ・ナプロンその他の外国人遠の努力が与えた影響が大であり，畜

産に重点を置く米国式操業の建設がもくろまれにのである。これらの外国人間の指導によって，官

設の諸施策が失古温せられた。即ち，ダラム種・デボン積の移入と但馬産牝牛との交配，牧草種子の

移入，官設牧場による品積改良，増殖，技術指導，高産専門実習生の教育等が算えられるのであっ

て，これらの施策は，まことに北海道醜農業や伸張せしめる上の基礎となったのである。一方，I民

間の乳牛飼育は主として明治中期以降の官設牧場の払下げや，国有未墾地の貸与，売払沿受けて発生

した。従ってそれは今日の農家密主とする所調酪農とほ異なり牧場経営是主とした」ωのである。
北海道の開拓政策(或は拓殖政策)がその産業の発述に及ぼした影響は顕著なものがあるが，こ

れは民間の力によるよりも，政府の力による推進が重要な意味会もつことを示すものである。弐の

ごとき表現がある。「北海道産業の発注において，民間!ないし私的発意による(individual-or-private-

initiated)部分に比して政府指導 (government-initiated) の部分が割合に大きかったJCのと。 こ

こに是非触れねばならぬものが，北海道庁による第一朗並びに第二期拓殖計画である。

北海道第一期拓殖計画(明治43年以降)は，計画実施当初は酪農の振興に余り関心身示さなか

ったが， I乳製品の好況及び既開発耕地の地力減耗等を契機として関心そ示し始め」∞その末葉に

.. 

ず

セ

は「北海道農業再出発の基本としてビートの奨励と家高，特に乳牛の奨励が探上げられるに到つ 『

fこJ(4)のである。而して，北海道の酪農の大いなる振興にあづかってカあったのは， 第二期拓殖計

画(昭和2-21)の期間における酪農政策であった。

第二期拓殖計画は通称牛馬百万頭計画として知られており，その目標とするところは，第一に，

農耕適地約158万町歩冶墾成し，第二に，農業経営法を改善して牛馬百万頭を充実させ，第三に，

総人口を少くとも 6∞万人に逮せしむることであった。∞

そして，本計画の特徴は，

1. 移民政策の転換。間接保護から直蟻保護への転換の徹底化

2. 開拓対象の変化。民有未墾地の開発と土地改良の強化

3. 農業経営の確立。穀寂農業より有者農業への転換

4. 工業化への関心。原料生産より加工生産への転換， となされた。ω

本計画が牛馬百万頭計画と呼ばれる所以は.その目標にも示されている通りであるが，牛に関し

ては， この期間 (20ナ年)に50万頭巻目標として計画が樹てられにのである。(大正15年には畜

牛数州54頭)計画はさらに.~

1.畑作農家 1戸平均5町歩に対し 2頭

2. 水田農家 1戸平均3町歩に対し 1頭

3. 濃霧地帯農家 1戸平均10町歩に対し 2頭

と見積られたのである。

同省農振興に北海道庁がいかに力争入れたかは， I第二期拓殖計画中に略農奨励費や組込み，共同

製酪所，共同集乳所， クリーム分離所，製酪所及び集乳所の技術員設置助成並に乳製品販売設備及

10 
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び同技術員の助成等7.e行ふと共に更に新に経営試験を行ひ，試験場に諌習生や置き，畜産試験場.fe

新設してこの傾向に拍車をかけに」くりという状況によっても窺い知られるのであり，その酪農奨励

費は634万円に達した。

以上によって見られるこ‘とし本道酪農経済の発展そ促進せしめたのは，他府県における方針に

比して積極的な政府の拓殖方針であり，而して「政府による事業創造の物質的手段が楠助金と低利

賛金とであることはわが国農業一般に共通するもの」くのとされるのである。

然し乍ら，第二期拓殖計画は全両的に成功したものでなく， f予定通りの進行ぞ見なかった」くの

と称されている。第二期拓殖計画が後宇期において後退せる審|育弘中西道彦氏は失のように要約

している。(10)

1. 酪農の行き方が根本理念から逸脱したこと。

2. 共同集竿L所の興良公社への移管。

3. 牛乳の販売に対する不安。

4. 満洲事変以来の飼料の不足。

最後に，本道開発の進展とともに発達して来た酪農経済に対して， f酪農費本の形成過程にあっ

ては拓殖費治財源とする多くの財政投資が見られ，その経済的性格はハンセンの云う公私混濁的な

るいわゆる『二重経済](The Dual Economy)的性格を多分にもつJCll)という西尾幸三氏の分析

をもって本節を閉じたい。

註 1. 逸見謙三「北梅道酪農業の経済J(農林省農業総合研究所「北海道酪農の研究J186頁〉
2. 逸見謙三「北海道の経済と農業J35頁
3. 西Jt1.幸三「北海道酪農政策の基本的諸問題JCf北海道酪践の研究J35頁〉
4. 中西道彦「郎農業の再検討-jC[北方農業」昭和25年 6月号 12頁〉
5. 雨倉新一郎「北海道拓殖史J33ラ頁
6. 同1:. 228頁

7. 同1:. 249-2ラO頁

8. 伊藤俊夫「北語道酪際経済論の一節JCf社会政策11寺報J昭和 14年 11月号 175頁〉
弘前倉前情書 257頁

10. 中西道彦・前掲論文 16ー17頁

11. 西尾前掲書 123-3 :ft: 

第二節酪連の生誕

大正12年の関東大鐘災はわが国の経済界に非常な打撃を及ぼしたが， この時に政府が高産品の

関税身撤腐しfニIこめ， 酪農界も当時の経済恐怖に際し非常に不景気になり， 牛乳価格は1升僅に

予 4-5銭にまで暴滞する状態となった。当時本道には北海道煉乳株式会社，極東煉乳株式会社，森

永擁季L株式会社等の煉乳工場があり，又札幌，空知，渡島，上川，瞬振，十勝，根室，宗谷等の各

地には90余ク所の製酪所が分立散在し，会社側と生産者側とは各種の問題につき，利害の街突冶来

fこし，両者の間の紛争は絶えなかった。而して当時の事情では，会社側は販路に窮するバターの増

産には当議せしもののごとしために蝿乳の原料fこる牛乳以外の二等乳は必然厄介物視されるに至

った。焼乳製造在日的とする会社の態度としては当然のこととも思われたが，生産者は会社側の処

置に対して，精神的に甚だしき不快と不安を感ずるようになった。

11 



言。 佐キ木陵介

この経済的事情の逼迫に際して，新生面の打開，根本対策の樹立そめざして産業組合製酪事業冶

開始せんとする直接の動機がきざしにのである。ω かくて，後述するように宇都宮仙太郎等一連の

人々は大正13年に酪農協同組合の札織運動を開始し大正1411".，札幌その他の村の酪農家629名訟

糾合して， (大正10-14年間の全道酪農家戸数は8，962戸であ0tこ)産業組合法による北海道製酷

4 

販売組合治設立し，バター製造を開始しにが，くの大正15年保証責任北海道製酪販売組合連合会に組 叩 -(  

織を変更い 25の酪農協同組合q.ちってt由哉し，後手に苦難の途q.歩みながらも，大いに発展を見

て， 17年間の酪連時代を築きあげるに至った。

醗連は「酪農民連が製雪L資本に対する経済的隷属関係から白からや解放すべく，彼等の協同によ

って白からの加工場そ有ち，之;I，e達成することを目的として発展して来fこ処の札織J(めと規定され

ているが，前節に掲げた，官庁と酪農民との共同の計画とも称すべき本道第二期拓殖計爾が，か L

る原料年L生産農家の自主的組合逝動一酪適ーの展開治助けるに力あったことは言身侠たぬ。組合運 Y 

動展開の他の理由として，逸見謙三氏は，1.商標及ぴ品質密一定にしてバターの市場や開拓するこ

と。 2.煉乳会社の賀入制限に対して自らや防衛することであると指摘し，特に後者は， 重要であ

り，煉乳会社の営利政策それ自休による協同組合運動の奨励であると述べている。くの嬰するに酪連

設立の意図は， I原料乳取引の合理化と会社における原料乳確保」∞の効果や狙ったものとみなさ

れる。

然し設置の動機を当両の経済的理由にのみ限局することは適当でなく，章治夏めて説くのである

が，精神的動機やも看過すべ、きではない。「酷連十年史」にあるように， 組合設置の思想は速く了

抹農業の研究に初まり，宇都宮等先覚者の間に牢固とじて抜くべからざる信念が培はれたのであ

る。当時丁抹には各組の組合があったが，その大部分はバターの組合であり，酪農業の上に立つ組

合が多くの組合事業の中心.をなしていたのである。 ifiiしてこの丁抹農業が一般に紹介された時期即

ち大正13年が偶々酪農界の不況に遭遇し酷j良家逮に， 組合主義の普及， 組合製酪事業の意義の認

識とが，行はれたのである。ω

この了抹農業に対する関心色黒沢酉蔵氏は， Iこの健でゆけば，北海道も丁抹並みになったと

思うが，長官が変ると了抹熱も下火となり，忘れられていった」と述懐している。(7)

酪連の事業は，多方聞に豆り，北海道信用購買販売組合連合会とともに，本道二大産業組合系統

のーとして評価されているが， こLに北海道庁神田技師の記述を引用してみよう。∞

本道におけゐ産業級合は「系統的に二大産業組合連合会に所属致して居ります。即ち，共一つは

保証責任北海道信用購買販売組合連合会と称し，他の一つは保証責任北海道製酷販売組合連合会と

• 
、司

称します0 ・…・・後者に於きましては，之れは本道酪農業の発展に最も関係の深い団体でありまし J 
て，彼の了抹におけるアンデルスマイヤリー，即製酪組合に匹整する事業を経営致して居るのであ

ります。此連合会は道内に於ける牛乳を;取扱ふ産業組合を所属団体とし，之等所属団体の取扱ふ牛

乳を連合会の工場に主主り，連合会は之れ冶原料としてバターを製造して売出して居るのでありま

す。本連合会は道内には集乳製酷網を作り，道外及び海外に向って販売網を張って，酷:段業者の生

産物fこる牛乳の計画的な処理消流を図って居るのであります。……」

酪連の事業についての具体的成果に関しては，出納陽一氏の弐の文章が，一つの好例であろう。∞

12 
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北海道の農業協同組合持活動における教育文化事業の地伎とその振興に関するー研究 ヲ1

「酷連創立の頃は百に余る各農牧場で各自パタ密造っていた。従って夏は沢山出来るが多は殆ど

tH来ない。しかも瓦は直に味が更り品質も亦区々でパタ生産者はH苦い気持でパタや売っていた。委

託販売であるから安いと云うて文句も云えず。変敗しfこ云うては悪商人に売叩かれ全く惨膿fこるも

のであった。開通が出来るや直に冷蔵mi~造った。之れで夏の沢山I:l\来fこ品物~全部貯蔵しておい

て年末頃から出したので品質はよくなる，市場も喜んで一大歓迎であった。酪連雪印のパタが全国に

広ったのも之も冷蔵庫の各地設置による。」

叉昭和6，7年の凶作水容は;農民や塗茨の苦しみに陥れ，特に根室原野二万の農民は餓死線上に

さまように至ったが，蹄連は時の佐上北海道長官tこ，酪段経営による主事農業確立の方針を打出す

ことによって同原眠段村沿更生せl..!めうる旨の建議を行い，イ左上ま fこ根~II原野の復興五ク年計画~

樹立したが，蹄連もこれに協力して， 1先づ中標津に大きな分工場沿っくり， それそ中心に原野の

交通不便なNT¥こは少さい集$L!iJTそ造った。道庁では年々 400万頭宛5ク年間2，0∞頭の乳牛や入れ

ることとし共 8 魯Il~助成した。叉鉄道も敷設した。JC1のというごとき復興策もとられた。

この建議を初めとして，酪速の建議は昭和7-10年間に10回に及ぴ， (酪連十年史)

主要なもののみそ挙げると，

一，摂津原野酪農方針確立に関する建言(昭7)

一北海道農業革新建白書(昭7)
三，北方農業の建設と製乳事業の将来(昭9)

四，拓殖計画改訂に関する意見書(昭9)

五，乳肉及共同j産物に対する根本方針確立に付陳情(昭 10)

六，人造バター取締に関する請願(昭7)

七， i昆砂挽精禁止に関する請願(昭7)

等で，その詳細は十年史に記され，(11)その建議がU、かに熱心に且っさかんに行はれたかを文証でき

ゐのであゐ。この建識は政府身動かす手段であり，また効果もあったとされるが，これが「究極的

に意味するところは，1.自由競争からの回避と， 2.自由競争における劣等者の立場の保証を政府に

依存したJ(阿f，f，幸三氏〕と目されよ12)政府の手厚き保護は， 1経済的帰結として，他カ依存，創意

による自家企業の内充への努力の欠除乃至はこれが商への怠慢J(13) 在来すものと観察されたので

あゐ。

然し酪連が北海道拓殖に占めるプラスの位置は淡却せらるべきではなく，乳牛の増殖，生産乳量

の増加，バター生産景の増加等は，酪連の資献に帰せしむべき分野も多く，組織化された組合の連

予' 合として成立した， 1酷連の経済的活動こそ・・・・酪農経済の発展の中心ぞなすところのものであっ

fこJ(14) と云はれる。

経済学者によって指摘されるように，独占企業休により起しうゐ経済的社会的弊容の可能性は，

醗連が会社事邸設に進展するにつれて伴ってくるものであり， これは 11.独占価格の成立と， 2.生

産能率に対する関心が失われ易い」く15) 点、等とせられ，か L る事態の成立~見るに至ると指摘され

るが， J加Ixえず，興E芝公社設立以前H[Jち，酷連と煉宰L会社併存時に存在した主なる不条理は，逸見

氏によって 11.道内各地の工場立地の様相は， 会社側と酪連側とが互に対立競争して設置した。

11 



ヲ2 佐キ木陵介

2. 原料乳統制の結果，煉1~}乳生産量と牛附生産量との比率は回定せざるを得ぬ。 3. 煉乳会社がよ

り多く原料乳必要求する場合でも，同時に酪連が原料寺Lやより多く要求せざる場合は，蹄連はパ

タ{製造上の利害から煉乳会社の要求に応じない。(16)Jの三点に要約されている。こ Lに集約され

た不合理は衣の興;良公社の生誕にどのようにバトン・タッチされて行くであろうか。

設 1. 1郎通十年史J4-6頁

2. 1北海道酪農協同株式会社の沿革と概況J2頁
，- 荒又操「国策会社と産業組合J(1法経会論議」第9号 16頁〉
4. 逸見謙三「北海道部農業の経務J(1北海道郎院の研究J20:3頁〉
5. 西f邑幸三「北海道酪農政策の基本的諮ー|問題j(同I::.i磐田rO
6. 1酪連十年史J4-6頁
7. 黒沢酉蔵「酪政三十年JCII商品段J1昭和四年 I月 1日号〉
8. 宇'11同不二夫 F本道の産業組合についてJ(1産業北海道JC昭和B年)91一方頁〉
9. Hl納陽一「北海道の附tlと悌速の卒業J(1社会政策時者.tJJ昭和 14年 II月号 411-2頁〉
10. 同1:. 402-3頁

11. 1商品連十年史J229 ri以下
12. 間f芭，前掲番 139-40頁

13. 情1:.

14. 伊藤俊夫「北海道同住民‘経済論の一節J( 1社会政策Mj'報」昭和 14'-1'.11月号 177頁〉
Iヲ. 四足，前倒:，If 136頁

16. 逸見，前偽諜 203頁

第三節興農公社の生誕

昭和15年当時の本道は略述，明治，森永の三者が入乱れ，近接して乳製品工場が各地に建設せ

られており，各工場は仰れも開料難に苦しみ，製造能力は原料牛乳に比して数倍するに拘らず，工

場は充分な能力巻発揮し特ず，石炭，電力，労力の不経済は勿論，生産コストは高まり製品は劣悪化

した。一方奥地の新興酪農地帯からは相さえいで工場の新設栓要望してくるという状態であった。ω

か Lる不合理，不経済なる状態は， 臼華若手変遂行のための高度国防国家建設の要請に応ずべき，新

ーしき形態の機構設置の機運ともなって， こLに「国策会社」とも称すべき北海道興農公社の設立

が，昭和16年見られるに至った。

その設立趣意書によれば.1高度国防国家建設ヲ為サントセパ凡テノ産業ハ利潤追及ノ観念ト自

由企業ノ慣習ヲ棄却清算シテ新経済理念ニ;立脚シ企業ノ統制合理化ア断行スルト共ニ原料生産者ト

之レガ製造業者トハ一円融合シテ相互協力シ得刈脱抑ラシメ公主主ブ主トスル事業運営ブ為シ以テ

叫.

ず

“・

4 

、司

国家ノ要求スル生産ノ拡充ヲ図ラザルベ、カラズ之ν刻下ノ;最大急務ト Iスル処ナリ，就中;践者産製 イ

造事業ニ於ア特ニ共必要プ痛感ス Jレモノナリ」とあるように，公益優先と生産拡充とが強調され，

出資関係と事業の種類に関しては.1保証責任北海道酪農販売利用組合連合会ハ創立以来北方農業

確立ノ為メ綜合的ニ事業ヲ経営シ来リタルモ新時代ノ要求ハ彩服態ニ於ア益々之jf拡充整備強化ヲ

必要トス Jレヲ以テ其ノ機構ノ編成替ヲ為シ各種製造販売事業ヲ分類シ叉明治，極東，森永等ノ各煉

乳会社モ道内ノ:事業ヲ夫々分離提供シ一元的ニ事業 /j統一ヲ行ヒ之ヲ中板体トナシ，北海道庁，保

証責任北海道信用購買販売組合連合会，北海道拓殖銀行等ハ之ニ相当額ノ出資ヲナシ以ア官民アー

14 



.. 

v 

〆、

~ 

'r-

北海道の農業協悶組合誇活動における教育文化事業の地位とその振興に関するー研究 日

丸トセル有限会社北海道興良公社ヲ設立シア畜産製造事業， ，農産製造事業及ぜ種首事業ヲ統一シ大

イニ共増産発展ヲ図Jレト共ニ農業用石友，排水用土管並ニ農機具ノ製造等農業ニ関ス Jレ基本事業ヲ

適切ナル組織下ニ経営シ，純然タル国策ニ基ク公益的公社トシデ・…・北方農業振興ノ源泉機関タル

使命ヲ迷セントス」とある通り，従来の会社等の事業の統一と事業の種類の帽の拡張とが示されて

U 、る。北端道興農公社の組織と事業休系に関する構想~図示すれば女図のごとくなる。∞

第 1図北瀞遊興J:.公社の組織と事業体系

T τ 
|:1 [:-1 
T' '-r 

北海道輿良公社
~、〆"戸'~~、回戸、J戸、J、戸同九d伸、，戸、，向、，，~、~"、~、-'、戸、，-、d

T信産製造事業
農産製造事業

石購| 採
灰他
-土 手金
土地
w改 lt~ 
排良
71<.事 勢主

北梅道開発会社

公社設置の経緯を昭和15年黒沢会長は，組合長1説議会席上で， rこれらの事業は北裕通農業の隆

替に関する重要事業であるから一つは営利事業として波然これを費本家に一任するというわけには

行かぬ。これらの事業は有機的に相関連総合せらる Lに非ざれば農業の建て直しはIH来ないのであ

るから共街に当るものは官庁でい、かぬし民間でもいかぬ。官民一致の公益会社のような車跡哉でな

ければ真の成績やあげていくことはできぬ」∞と語って， 会議会社fこることを強調している。 この

聞の事情や説明する好材料に興農公社なる名称の由来がある。それは「酪連は協同組合車邸故であっ

て資本家は}人もいない。明治，森永は株主であるが支配権は酪連側が持っている。形は会社であ

るが実質は酷速の延長に過ぎなU、から営利会社の性絡は持っていないので公社という名称、を附した

のである」くのと説明している。この説明にもあるように，公社は酪速の延長ではあったが，組合組

織から会社組織へと移行していく過程にあって，酪農民の発言権は徐々に弱められていったと考察

されるのである。}例を挙げるに，終戦後の昭和21年に公社が金道附長家に対して， 世論調査を

行い，その結果を集計した資料がある。(のその信頼度に若干援問があるにしても，公社に対する希

望として， r指導員は農業会所属とせず公社直属止する強力熱意ある指導部を設置せよJr集乳所の
設備や完備せよJI公社は一般資本主義的営利会社の感あり，現組織を解体して農民を直接主体と

せる新開発をなせJr公社は農民との接近に努められたしJr公社の職員は官僚的である， もっと農
民に親切であれ」等々の声はこの聞の事情を物語るものであると思う。
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54 併守木陵介

興農公社以後の問題は，共節に叙述することとなるが，特に， r加工業の発展に伴って，加工業に

おける農民的色彩は弐第に薄らいで来fことする」∞観察に注目しなければならぬ。

説 1. r北海道陥位協同株式会社の沿革と概究J3J(
2. r際陸J昭和 15年 11J'l 第91号

3. I可 I二

4. r北海道郎農協同株式会社のfffi帯主概究J3-4頁
号. r時限JR1f手n21年 7月第 1-i} 
調査要領。調査紙送附数2万枚(令道協民家〉

問答tEF数 1，500戸 l回答率 7.11%

6. 西尾帯三，前掲訴 97ri 

第四節北海道酪農協同株式会社以後の問題

六年間の興農公社時代に続き， 場闘は一転して敗戦による新品商在迎えた。昭和21年8月公社

に金道各町村の酪農民代表者(民選による代表者}村2-3名)650名会招集して今後の酪農の在

り方について論議が重ねられた結果:，次のごとき結論に到速したのである。

一，北海道庁，北海道操業会，農林中央金庫，北海道拓殖銀行の持株主と金道の商館是民に分譲方冶要

請し，株式の民主化そ図ること。

二，乳製品加工事業と直接関係なき石炭，土管，客土等の;段地部事業そ分離すること。

三，興農公社と生産者とは酪連時代の如く直結し中間的存在を除くこと。

この要望は役員会，株主協議会等で折術された結果同年12月臨時株主総会において，

ー，農地部事業を分離し北海道農材工業株式会社を設立すること。

一，株の民主化を図るため前に記載した株主の持株を蹄農民と従業員に分譲すること。

一，会社の名称を「北海道酪農協同株式会社」と改める事等身決定したのである。(1)かくて，三転

して「北海道百縦割お同株式会社」の誕生を見たのである。新会社の性格身見るために，定款をみる

と，その第三条に「本会社は醗i農業者，本会社従業員及的農に関係ある者並に共の団体が協同友愛

の精神に基き酪農の振興発注会図り2基地良業の基礎や確立し育児並に国民休位の向上や期するを以

て目的とす，前項の目的一述成のため左の事業を営む。

←) 牛乳の処理主主に乳製品の製造販売
(ヰ農畜産物の製造，加工及販売

国 医薬品及工業薬品の製造及販売

(同種苗の採取及販売

同 前各号に関連する事業Jとあるように，公社設立の意図に見られるような重苦しU、雰囲気は

消え去ったがごとき感がある。そし・て主fこる使命は，未f三乳牛尾甘飼育せざる 8割5分の金道保守的

農家を指導して商俄量化すゐことに依り北海道を丁抹化せんとするにあると，牧歌的に離はれたので

ある。

然し酪農協同株式会社も存続優か三年にして，戦後の激しい時勢の浪に洗われて，昭和23年「過

度経済力集中排除法」による指定会社になり，昭和25年2分割の決定指令そ受け，再編成の結果，

lfi 
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北海道バター株式会社， 雪印乳業株式会社として独立することになり， 昭和25年6丹新発足を見

• fこのである。勿論その間に酪農民の反対もあった。ヨたの決議も参考になるであろう。

北海道問機再建対策についての決議

サ
酪農協同株式会社は経済力集中排除の対象として分割指令案が!日されたが，本道の製乳事業は寒

地農業経営確立の基盤をなす農村工業の一環として酪農民の協同の力によって発展したものであ

る。しかして戦時中の変貌した形態は，今や農民の自主的な協同紙繊，こよって編成替が行われよう

としている。か Lる際に今回の指令案のごとく分割されるならば， 酪農の将来は混乱と苦境に陥

り，本道農業は壊滅の危機に直面するであろう。

8・

われわれ農民は独立自由の生産農民として左記二項目の強力なる推進~速やかに具現せんことそ

決議する。

~. 

言己

ー，過度経済力集中排除法による分割指令案に対して絶対反対する。

二，製乳事業は金道沿一丸とする農業協同組合法による組織とする。

附帯決議運動途上においての変化に対応する対策は実行委員会に一任する。

昭和24年7月10日

全北梅道闘員農民大会

'"r- 第 2図本道における聞社集乳地域悶
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予一 目ヂず w

ジ
A地区雪印乳業株式会社
B地区北海道パ声』株式会社

C地区森永乳業株式会社
D地区 明治乳業株式会社

(北海道バター株式会社「会社概究帯」より〉

かくして，農民の自主的な協同組織によらんとする編成替の気勢も潰えて，森永，明治両会社は

17 
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強く分割を主張し，こ Lに雪印， 6τ.25弘バター28.8%，森永2%，(遠軽工場〕明治2%(今金

工場)というように分割，譲渡せられることになったのである。(黒沢酉蔵「酪農三十年J)

こLに示されf二分割の状況については，第2図に示すとおりになっている。

まfニ，酷連時代からの組合数と出費金額の増加や見れば，第1表のごとくであって，当初の25組

組合数1Jt.:rJ.出資金額増加年次表

次 l組合数 l柑資金額
25， 

3α 

44: 

481 

741 

931 345，000 

142; 428，号00

1891 784，000 

2101 1，008，500 

2221 1，025，000 

，2mi 1 ，D.39，ヲ00

240: 1，089，500 

252: 1，254，ラ00

第 1表

年

昭和l:7e年

2 

" .， 

4

5

6

7

8

 

q 

nu

，aq
J

h

q

J

A

守

に

J

I
l
-
-
-
-

円

42，000 

60，000 

100，000 

278，ヲ00

325，000 

2弓3

261 

1，625，000 

1，638，500 

16 3月
1我本金額

雪量義社 le払鈴鹿Jooo
16 9月

19 3月

17，000，000 

30，000，000 

「北海道酷農協同株式会社の沿革と概究j
9-10頁より

合から，酪連時代の最終年である昭和15年には， 261 

組合と約10倍以上に増加を示している。出資金額に

おいても，約40倍に達しているのを知る。この間工

場数も僅か1工場から 40工場(昭和15年〕と発展し

たのである。公社並ぴに北蹄社(以下「北海道酪農協

同株式会社jをこのように呼ぶ)時代の株主構成必比

較するに，第2表のごとくであって，持株合計3，000

万円はかLる比率によって保持されてU泊。醗速から

公社，北酪社ど形態は異なっても，協同組合的性絡は

失わずとする意図は酪農民並関係団体と従業員の持株

主旨令計して，公社にあっては， 60.7%，北酪社にあっ

ては77.3%という数字によって会社側から説明され

ている。まfこ北酪社の場合の持株42.3%は304の金

道市町村酪農協同組合によって所有されていたもの

で， (昭和23年1月現庇〕組合員数では25，798名に

速しており，これぞ当時の金道酪農家戸数25，268戸

と比較した場合，その普及の程度在知ることができ

る。 さきにも指摘したが， 酪連設立当時の組合員は

629名，これは当時の金道蹄農家，総数に比し，加入

司.

ず

“A 

司'

〉可

‘・

者1割にも満fこなかったことに思い巻致せば， まことに隔世の感がある。

第 2表興農公社と両院農協同株式会社の株主構成

輿 農公社!北酪社 j 備 考

株 主!持株比率|株 主|持株比率(北商品社の場合〉
一 一1 日一刻ゴ l 伺 '304組合(内 8.3%は北海道地

酪 速 25.71 市町村酪農協同組合 i 42.1! 方費上哲移譲する分〉

北 連 28.31北海道農業会 21.71 農業会解散後は農協組に緩渡せ
_ 1 ，_ J られるもの

従業員 6.71従業員 13.31

北海道庁 8・3| | | イ
北海道拓殖銀行 6.71北海道拓破銀行

農林中央金 W 1 10.01農林中央金庫

明 治 8.71明治

森永 5.o!森永 5.61

苫十 100.01 音十 100.01 

持柄、合計 九000万円

一一一一一 一一一一一一一 一一一一 一一一 貫一『 一
「北海道酪農協同株主会祉の沿革と概況」より作成。

18 
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ヨえいで雪印乳業，北海道バター両会社の株主構成並びに役員構成をみると，第3表のごとくで，

第3表雪印，道バター両会社株主構 まづ株主構成では，両者共同各農民並びに関係団体の比
成司kぴ役員構成比較

1. 株主構成(金株式に対する保有比率〉

|雪 印|道パト
一一一一一一 一

時農民投関係団体 ラ8・0特3 90.0唖1 

金融機関其他 41.97 9.99 

dth可h 昔f 100.00 100.00 

2. 役員構成

協農民放.関係団体

従 業 員 3 3 

金融機関及共ーの他 4 2 

A rB 言f 20 12 

「今日の酪農J(雪f.fJ)，雪印筑紫郎農課提供

率が多く， ともに全体の過字数を占め，特に北海道パ

ターは90%に達している。また役員構成でも，この傾

向は観取せられるところである。しかし，これを以て

事態は，協同組合的会社であるとして，満足せられて

いるわりではなし分割された会社の前途に対して，

黒沢氏は，1私は北海道酪農協同会社に遺るべきであろ

うと思う。更に進んで全日本酪農協同会社に発展すべ

きであろう」∞と構想を語っている。また本道におけ

る代表的農民団体である北海道農民同盟も最近二乳業

会社の在り方について批判全集中し，両会社の民主化

を図り，農民組織としての使命を巣さしむべし将来

両会社や合併し， これを協同組合形態に持込むべき構

資料， r北海道バター営業案内」土り作成 想をもっており， (1北海道新聞J29年1月31日)近

来における，明治，森永を交へての織烈なる集乳合戦とともに，事態は錦城湯池の牙城にとっても

容易ならざるものを示してくるのである。

設 し 「北海道酪農協同株式会社の沿革と概究J4-5頁

2. 黒沢酉蔵「酪良三十年J(1酪農」附平1129年1月 第 134号〉

第四章酪連教育活動の展開

われわれは，こ Lにおいて，いよいよ本題に入るのであるが，酪連一公社一北酪社ー雪印，道バ

ター両会社に亘る間の教育活動は，すこぶる多方聞に豆り，その部門は，学校教育，社会教育，技

術教育の各分野に及んでいるのであゐ。従って，まづ教育の慕盤となるべき精神面より考察を進め

てゆくこととしたい。まfこ叙述に際しては，酪連がその形態を変じてゆく過程に従って，教育活動

を考察するとb、う方法令採らず，その一貫した流れをみつめてゆきたいと思う。

第一節酪連発生の精神的基盤

前章において僻明し.t.こごとく，酪連は， I従来の費本主義企業下より脆して組合主義に依る農民

γ 理想の新天地を開拓したもの」ω と主張せられるが， これが創始は大正13年に酪農協同組合蹴

運動を開始しに首脳者に負うところであった。これらの首脳者は宇都宮仙太郎を初めとして，黒沢

酉蔵，佐藤普七，深沢吉平，北村謹等-同志十数名であるが，宇都宮会主領に戴き黒沢は参謀長格で

a佐藤は黒沢の勿IJ動の相談相手であり，各々特長主含有するこの三者が深く信頼し，深い情誼の下に三

位一休となって活動しにものであって，∞まに彼等は何れも熱心なキリスト教信者であった。

われわれが酪連の教育活動そ理解しようとするとき，この協同組合主義とキリスト教精神と強固

な人的結合を忘却しではならぬのである。何となれば，これらの要因が歯車の軸となって，教育活

1'1 
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動をも一般の事業.>a?も回転せしめたものであるからである。

彼等首脳者の中でも，特に重要なのは宇都宮であろう。北海道の酪農U界で一日:一諭.>a?形成するもの

は般の乳牛飼養農家に非ず.breeder (繁殖者〕であると称されるが，宇都宮も亦 breederの

一人であって，真の意味で両者農業や発展せしめたのである。(の

宇都宮は大分県に生れ，福沢諭吉を偉敬し，識吉の「独立白書孝」の精神こそ「農民の事は農民がj

の精神に通じ北海道農業進歩の原動力であるとなすのである。明治20年，明治40年の二回渡米

し，酪農業に関する研鍛冶つみ， イリノイリ十IGurlerの下で技術を習得し，合理的経営主主行って輪

作の必要.>a?認めていた。彼はまた Henry博士に師事して，その箸 "Feedand Feeding" .>a?愛読

し，大いに研究喜子つみ，後に同樽士から rWisconsinの生んf三日本唯一のDairy-manjと賞讃され

たほどである。ゆ第二回渡米の際 Henry博士が米国 Wisconsin州が丁抹農業lこ学ぶべき点多き

ことや力説したの巻聴き，彼もまた丁抹農業の研究と紹介に大いにカ沿っくした。この聞の事情は

弐の文章に明らかである。∞

「……私は北海道の農業はγ抹そ模範として進むべき花と考へました， そこで人む丁抹にj反して

(女婿，出納陽一氏一筆者註)研究調査せしめて見ますと， 之は私の想像以上に農業に組合に教育

に社会に政治に進歩しているような有様で私はひそかに私の信念が強く証せられた事々喜ひ、まし

た。時の長官宮尾舜治氏も亦大なる了抹推奨者でありました。北海道の農業改良の道は丁抹を目標

咽.

イ

噂喝

~ 

とするに非らずんばなし能はずと場へられまして，道庁から新に山田，相原，神田の三技師を民問 、
よりは深沢吉平氏を減遣することとなり詳しく丁抹の農業組合の状態ぞ調査研究や命ぜられまし

た。尚道会の同意身得てず抹の農業家.>a?鴨し，直接北海道の農業家に了抹の農業方法や見せ様れ、

うこととなりも此処に居られます?ーセン， フエンガー二氏が選ばれて家族と共に昨年9月北海道 ‘ 
に到着，本春より産業ややることになって居ります，….j(大正13年宇都宮前会長の丁抹農潮位

奨の辞〕

宇都宮の生涯は三期にわかって考えられる。即ち第1期は20-40才までで， 自己完成時代であ

る。第2期は40-60才まででも自他完成期である。そして第3期は 60才から捜するまでで，事業

の完成時代である。この時代，精力の8-9割が公益奉仕に費され，残りの1-2割が自己奉仕に費

された。この1-2害1]の自己奉仕は奇異に感ぜられるが，一これは自己の子孫が他人の厄介にならぬ

ようにつとめたもので，独立自隼主義の信念から出発したものとされる。(黒沢酉蔵「宇都宮先生

巻憶ふj)

彼の生活態度のー商をうかがU、知り得て，興味がある。宇都宮等の思想、に対して，逸見氏は「宇

都宮等一回の人々の考は或る意味の農本主義で，農民自身による農民の独立，酪農協同組合の国了 す
抹にならへが彼等の主張であり，第二期拓殖計画にその結論争折り込ませにjCめと評している。

ともあれ，宇都宮等の精進が，その後の麟連17年間の経営に生かされて酷連精神ー， 職員は17

啓年間酒も煙草も絶って精進し，良いrfi!l.:a作ろうとU、う熱意に燃えた青年の職員会集め，この努力に

対して誰いうともなく，醗連精神という言葉が口にされるような状態になった。(黒沢酉蔵氏〕ー

となったと考えられてよいであろう。

践 し 「円再逮十年史J3頁
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2. 同1: 37頁

ラ. 逸見謙三「北海道酪農業の経済Jcr北海道麟農の研究J20ト之頁〉
4. 若林功「北海道農業開拓秘録J68頁以下

5. r脇連十年史J7-8頁
なお了抹'に派遣された諸氏ω帰朝報告講演会の記録は，北海道*牛研究会の手で大正 13年， r了掠の
農業!と題して出版された。て「抹の農業を紹介する Iエで好簡の資料であると称せられる。

6. 逸見謙三，前掲番 202-3頁

第二節酪連教育事業の発端

酷速の進展とともに，組合員たる酪農民の訓練と教育とが開始されることになる。また同時に職

員の教育も考慮せられる。そして，これらの教育は職業的教育である。

東畑精一氏はs協同組合特に連合会の行う教育について失のような観察を展開している。ω

「個々の協同組合自体も農業技術，農業経済の発展に賛するところの大なるは云う迄もない。け

れども其の組織的な促進は連合札識の成立と共に能率的に行はれる。農民が新しき技術と隔り新し

き組織に離れているとき農村には何等之れそ粛す機関がなむ、。協同組合が主主に這入った時夫れは殆

ど唯一の促進者であった。殆ど総ての農村に於ける農業上の技術教育は組合~通じて喚起せられ

た。之等の組合或は類似の団体の成立と技術教育の普及とは並行した。国家の補助や共の他の援助

も何れも協同組合の連合也織や通じて個別組合へ，それカ、ら農民へと行き渡り個々の農村の個別的

要求に応じつつ然ち組織的に行はれたのである。」

東畑氏の述べるところは，本道酪農民と酷速においても適合するところであろう。

酪連が酪農民教育の根本理念としたところのものに， r酪農による楯環農法」があり， これは酪
連教育を理解する上に重要である。図示すれば，第3図のごとくである。即ち，農業は天地人の合

第3図面各農による循環農法 作である。天とは気候，風土の恵みをいう。土地

に農家が作物を栽培するが，今迄は土地，農家，

作物とU、う三角関係である。農家は土地の収益そ

着服して土地に還元しないfこめ土地は清せる。土

地がF寄せれば作物の収量は少い。作物が少いから

農家が貧乏する。農家が貧乏するから肥料を与え

ないとU、うように年々収穫は減ずる。然るに，家

畜特に乳牛耳t入れれば，乳，肉，皮~農家に供給

するカミまfこ大切な肥料がとれるから土地が肥え

る。土地が肥えるから作物がとれ，作物が多くで

きるから牛をまた1頭飼うことができるというよ

うに，繰返す。 I更に良いことには動物を飼えば牧

草をつくるが，牧草の根がまずこ非常に肥料価値が

高い。∞

上記のごとき論法が， r酪農による循環農法」であって，こ Lから更に進んで， r適地適作」は天
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道であるとせられ，本道においては， í酪農」こそ，その最たるものと識はれるのである。酪農~

行うと行はざるとは「楽農jと「都農」との境目になるのである。この聞の事情を知るには，建議

「北方農業の建設と製乳事業の将来JCi酷連十年史」所載)がある。
こLで，酪連の事業弘教育事業や含めて概括してみたい。その事業は要約すれば原料等Lの統制

と製酪事業の統一に帰せられるが，事業の種類を示せば‘∞ イ

ヤ)パタ

(斗附帯事業

O) チ ヌ: 制カゼイン ぞヲ アイスクリーム

回生 $L 織クリーム 付治療栄養剤ピオ ν一トン

ω 養 !際 的内 加 工 (1)) 酪農経営及家畜衛生指導

的指導誌「酪農」発行配布

t三} 断農薬艶における農村中堅青年養成並本会及所属組合職員(事務員，技術員)養成

以上の中，われわれにとって重要となるものは， f斗のω)持及び巨)である。

酪速では指導部品旨設けて，農村との接触並びに指導に志した。指導に当る人物は，議論の人より

も実際家与を選び，畑も耕やし，乳も搾れ， しかも酪農経営のできるものとされた。∞

技術の普及指導について述べよう。商尾幸三氏によれば，酪農家に技柄普及がなされる経路は，

1.北海道種事場→子容産組合→農家。 2・酪連乃至乳製品加工会社→農家。 3・プリーダー→農家。'y

4.乳製品会社→農家の四とせられるが， 中でも酪速による技術普及は管下十数ヱ場に酪農課をお

き， 50余集乳所に技術員，獣医師をおき，その内容も，乳牛の飼養管理，種牡牛の配置，牧草類の

種子配布，耕穏指導，農業一般に関する農民の相談受付等にわたる，(5)広汎なものであった。

指導誌「酪農Jは，酪農業の経営と，産業組合主義の普及のために，昭和8年8月5日より毎月

25，∞0部を発行し，組合員及一般農家に配布したもので，酪連，北大，道庁，実際家の執筆者によ

って，特に酪農技術の普及，丁抹農業の紹介等に啓蒙的な役苦手iJ~果した。∞

闘の酪農義塾については，共節に詳細に設明し fこ~、。
言書.

1. 東側精一「協同組合と農業問題J301瓦
2. 尚紡陽一「北海道の酪農と酪速の事業Jcr社会政策時報」昭和 14!<j!.11月号 400-402頁にもとづく〉
3. r酪連十年史J28ヲ-6頁
4. 出納前偽 416頁

ラ. 四I益幸三「北海道階段政策ω基本的諸問題J(i北海道商品践の研究J75-80頁による〉
6. íriU~Jはその後引き己づ号発行されたが太平洋戦争勃発とともに休刊になった。戦時中の農業関係雑誌統

合で「共栄」が発刊されたが，間持政的色彩は余り感じられず，関係なしといってよいであろう。その後「酪

農」はH自利21年7月再刊され，復刊第 l号を出し，今日迄継続している。酪速の形態は異なっても， 今日

の雪印筑業が「肩書農」誌を継続して発行しているのである。 また北海道バターでは， 昭和25Ap 8月30日

「クロパー便りJ(3，200;郎〉を創刊して，とれ亦今日に至っている，両識とも性絡は[fiJ様のようである。

第三節北海道酪農義塾

北海道酪農義塾は，農民精神の作興振作，産業組合協同主義の教育，酪農業の経営に関する教習

を行って，農村における中堅人物を養成することと，酷連並に所属組合の職員の教育のために，酷
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連が昭和9年2月から開校した機関である。

プランスの製酪組合連合会でち，酪農組合の職員を養成するために，酪農学校在聞いすこ事実があ

るが，(1)酪農義塾は農村青年の教育を考えているから， これよりもスクールが大きいといえよう。

当時の農業教育運動の傾向としては，労作的精神的教育，農民道場，塾風教育等が強く主張され

ていたが，これは従来の教育が余りに学問的知識的であったとして，これJ.e補うものや作ろうとす

る動きであった。くの

留岡靖男教授は. I今日の社会は，特に農村は，人聞の生活の最小限度や保障していない。生産

収入に於て，負債に於て，医療に於て，農民は人間的生活のボーダーライン以下に置かれている。

然るに，今日の教育は，小学校でも，青年学校でも，叉農学校でも，最小限度を保障されざる生活

の事実から権離して最大限度の観念に満足する一般論を教へている。」くのと指摘されているが，ヵ、

Lゐ従来の学校教育の行き方に対して，警鐘を与えたのが酪農義塾であった。

農民精神の作興，産業組合協同主義の徹底，酪農業の合理的経営の三つが，農村更生の三大柱石

として，農民道とも呼ばれ，この精神が一貫して義塾の教育に浸透して行ったのである。塾長黒沢

酉蔵氏はその抱負を「酷農義塾は元より象山や松蔭の私塾に比せんとするものではないが，農村青

年に対して火の如き熱と鉄の如き腕と而して磐石不動の農民精神J.e鼓吹い・ H ・H ・....・北日本におけ

る農民精神の道場，農民道の本山として極めて大なる期待ぞかけている」と語っているのである。

失に酪農義塾の輪廓を紹介することにしよう。くの

教育の方針

農民精神の漏養は教育の根本である。即ち「農民道五貝IjJ治以て指導精神となし，叉塾舎の起居

に就ては「童生内五貝IjJを以て塾風作興の指針とする。

農民道五貝IJ

.農民は誠共物たれ(農民は正直であれ〕

「農民は天地の経輸に従へ(農民は共土地の役目~知れ)

ー，農民は土を愛せよ(農民は土地ぞ肥やせ〕

一，農民は勤労を曾び倹約を守れ(農民は無駄やせずにうんと働け)

ー，農民は協力一致せよ(農民は産業組合に依て団結せよ〕

塾内五則

一，誠心J.e本とし責任是蓑んじ言行表裏なきこと

一，規律を守り節制J.e旨とし櫨儀J.e正し.くすること

‘γ ー，勤労争奪孝ぴ遊惰を排し・流、ff'悟道の精神に生くること

一，小我冶捨て L大同に就き互譲協同の実J.e挙ぐること

ー，禁酒，禁煙常に健康の増進に努力すゐこと

教育の実施に当つては. 1ヶ年治3期に分ち最初の3ナ月は専ら精神教育並基礎学科を主とし，

衣の6ナ月聞は之を実習期間として専ら体力の養成，技術の続騰を行い終りの3ク月に於ては第1

期及び第2期に於て教育せる事項じ付更に反覆補習をなす方針である。

日課の概要
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午前5時(瓦季は午前4時)起床

自午前5時至午後5時五ド舎内の清潔整頓

午前5時宇校庭に集合(晴雨そ論ぜず〕国旗掲揚式挙行

式順一，点呼 ニ，国旗掲揚，国歌合唱

三，国旗に敬組 問，勅語奉読

五，農民道五則の朗涌

七，体操

六，詔11 話

午前 6 時朝食

午前 7 時

正 午

午後 3 時

日 淡

午後6時一8時

tr: 19... Q ~ .LT ， '-j?<:. v tfす一「
午後 9 時

作業開始(学科又は笑習)

昼食，午後1時迄休憩

体操

終業，国旗降下，産業組合歌合唱

夕食・・・・・・入浴

~ JIiI!. 
/u"， 

消燈

教科書は使用せず講師は自らプリントを作成し之によって講述をなす。又学実科の担任は総て同

}人となし指導の統一巻期す。

組織放経営

社団法人組織とし，職員及塾生の勤労によりて岡場の経営，家者の飼養J.e行い之によって生ずる

収入を基本となし，会員の際金並に酪連の交付金(職員養成費〕を以て経営費に充当している。

農場経営は所謂酪農経営にして食糧並家者飼料の生産密主とし合理的経営の範ぞ示さんとするも

のである。艶生に対しては授業料，教科書共他の負担や課さない。

学部加及修業年限

次の三部制である。

第一部酪農科定員30名 第二部製附科同20名 第三部宇m脅科若干名
第一部は農村に於て自ら農業に従事する者，第二部は所連並所属産業組合の職員(技術員及事務

員)J.e養成し補習科は第一部及第二部に関する簡易なる講習J.e行う。第一部及第二部の修業年限は

各 1ク年とし毎年2月新学期を開始する。第三部の講脅は随時之喜子開くものである。

入塾者の費格

イ

守町

年令満17才以上満20才以下但し酪連の推薦に依るちのは此の限りにあらず。 イ

学力 高等小学校卒業又は之と同等以上の学力ある者。

経歴身体強壮思想堅実にして2ナ年以上農業に従事したる者。

推薦 居住地の産業組合長又は市町村長，農会長，者産組令長，青年学校長若しくは両者連会長

の推薦に依る者。

入塾を許可する者は以上の資格を有し，且人物考査並に身体検査に合格しfこる者に限る。

教習科目
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第ー部酪農科

農民道

農業経済

公民料 産業組合

農業経営，酪農経営

{各積家者の種類，蕃殖，育成，管理，
議産{飼料，飼料作物，家者衛生，牛乳及
l乳製品吉野産加工

作物=汎論，各論 園芸=読菜，果樹

土壌，肥料，土地改良 病害虫

農共機械 測量，農業土木 気 象

林 業 簿 記 家政並生活改善

設

一，土地 16町1反7畝19歩

内

第二部製酪科

農民道

農業経済

公民科 産業組合

農業経営，酪農経営

{各種家惑の種類，蕃殖，育成，管理4
者産{飼料，飼料作物，家主答衛生，牛乳及
l乳製品者産加工

牛乳及乳製品概論 酪農化学

酪農微生物学 両者農機株学

乳製品 jバター， カゼイン，チーズ，ア 4
製造 iスクリーム，共他

ヱ場経営及工場法規 簿 記

家政並びに生活改善

備

建物敷地 1町1反7畝 19歩 畑地(実習地)15町歩

ニ，建物

塾舎 2棟延坪数 325坪 17 畜舎 2棟延坪数 456坪5合

共他農兵庫，納家，牛乳耳元扱室，堆肥場股溜等 鶏舎 1棟

三，家 事野

学L牛，耕馬，緬羊，1尿，兎，鶏，蜜蜂等

四，農共共他

大小農具類，什器類等

役 員

理事長佐上信一 副理事長宇都宮仙太郎 塾 長黒沢酉蔵

常務理事佐藤善七

理事 3名 監事 3名 評議員 10名

ヨえに本義塾に対して，若干敷約して説明したい。まづ農場経営であるが，初年度においては，酪

農科生徒1人当の実習地面積は約5.5反に相当し，藤菜畑，巣樹園，玉葱畑等を除き:kの輪作式で

行はれたと報告されている。 援

第 1年目 燕麦ピクトリー 1 号~赤クロパー，ォーチヤードと i昆播(撒嬬〕し燕麦は育刈とす。

第2年目 赤クローパー。此区には初年度に限り燕麦と赤クロパー及ベ、ッ・チ~条播し， クロパー

及ペツチ~緑肥とする。

第3年目 黄色玉樹黍

第4年目大Jf，茶豆

第5年目 燕麦(初年度は草燕衰を蒔く)

第6年目馬鈴薯

第7年目ピート
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また第2年目の報告では，第1及第2農場の合計は 13町9反6畝20歩立食糧と家畜飼料の自

給を経営の根本方針として作付を計画せられた。塾生， 職員35名分の自給食糧として所要反別3

町3反6畝歩が用意せられた。家予告は乳牛12頭，耕馬4頭に対し 9町1反2畝歩(1~J~平均 5

反7畝歩)であって，栽培せる作物は，家者ピート，デントコーン，青刈大豆，事援， プリントコ

ーン，試験用牧草， ピート)レタパカ等であった。

塾生はなるべく，農場生産物そ食べるようにし，白米の如きは食べず，朝は才一トミ)1;.昼はパ

ンにシチク，夜は芋の 7 ツシと云うような自家生産の牛乳と馬鈴薯と小麦粉，豚肉と云うような生

活であった。∞

学科について見れば，円台農科は，農業経済，陥農，一般の農学と， この三つの群に大別されるに

比し，製断科は，一般農学の代りに，乳製品製造に必袋な学科に非常に重点在置いていることがわ

かる。両者に共通な特色としては.r農民道」と「家政並生活改善」が挙げられることで， 前者で
は， さきに掲げfニ農民道五則が詳細に講じられにことと思うし，後者にあっては，食生活の改善等

が強調せられたものと思う。

塾生は， 学科と実習にのみ従ったものではなく， 時には積々の見学や行い，昭和 10年には，凶

作地帯〔渡島，後志，謄振，上}II.宗谷，十勝.{iJ11路国，網走〕の精農家を1ク月に亘って訪問し，

農業経営の見学と懇談等を行ったことが，記録されている。

入学者の選抜は，年月の経過とともに，若干の変更を来し，興農公社時代には，時局の要請とも

関連して，弐のごときものとなっている。

昭和17年度学生募集要項(抜翠)-

一，募集人員

酪農科 100名製附科 2∞名皮革科 30名農機科:30名

二，修業生存限

各 1ナ年なるも製階科，皮革科，投機科は先に工場の実務に就かしめ実地の指導.??主とす。

円台農義塾は本来の使命.??J:艮すために固有の教育形態密保持しようとして，青年学校令による背年

学校や農林省の指定する農民道場となることによって，補助金や助成金.??貰い，之にしばられるこ

と巻避げたと聞くが，くの的連ではその経営費の支出にも熱意冶もち， その定期総会においては，義

塾の強化をはかり，基金造成のために陥速より金10万円の寄附ゃない更に使用中の農場，牧場.

山林等必も附属建物と共に満場一致寄附.??承認したこともあるのである(昭和16年)

役員の顔ぶれをみると，酪述設立以来の枢要人物が之に就任していることは当然であるが，理事

イ

、伊

長に当時の北海道長官佐上信ーや迎えていることが注目される。僻連側では，これを北海道蹄農業 ぜ

に理解ある佐上個人として就任してもらっfこので，たとい転任などのことがあっても理事長の位置

に継続して就いてほしい旨そ要望したと聞いている。

終りに， 本義塾の卒業者(入学者〕について調べてみたい。第4表に示されるとおり，昭和10

年に第1期生在出し，最後の第8期までに.800名以上の卒業者を出していること沿知る。年次別

変遷.??みると，第1期生80名募集に対し，全道103ナ町村から志願者195名があり，狭き門そ現出

しており，この傾向は翌年度においても，入学者75名に対して，志願者134名と異っていなU、。
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商品隆義塾年次別卒業生調
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凶

】r

第4期(昭和13年卒業)

製酪科の募集人員が増加し，両学科を併せて100名を突破して入学せしむるに至った。製酪科の人

員はその後も増加の傾向暑にどったごとくであるが，昭和17年度に至って， 皮革科， 農機科の募

酪連職員の増加と地方組合集乳所技術員の養成によって，の場合には，

また卒業者の出身地方別調査は第1期のものが入手できるにすぎぬが. (第5表〕これによると，

第5表酪農義遇策一回卒業生出身地方調 僅か77名ではあるが，殆ど金支庁管内から入

量瓦ご更]日豆町五酪科| 計 学していにことになる。然し農村青年の指導者

波ぬi ラ 3

i il jl 
日 jt'f， 0 

石 l 狩

;; 
勝

国

室|

として活動するであろう酪農科出身者は4支庁

にこれを見出し得ぬことは遺憶である。

集にも2えんでいることは前述のとおりである。

8 

0 

4ゼ

現在30兎にかく， 義塾十年間の卒業者は，

才台の青年として，全道農村の中療として活動

している(問機義塾の育成に尽力しfこ青山永氏
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他に農業学校，拓殖笑習場等が存在したが， 城戸幡太郎教授は， これら三穏の学校の中で.I農村

生活と最も緊密な連闘を持つことのできる教育は組合主義による学校の経営であろう」のと述べ‘ら

れているが，農村における多数の希望者の中から優秀者を選び，優秀な講師陣訟もって，学科と実
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習と農民精神の甑養につとめたその教育方針は，短期間であっても，力と腕のある青年を養成しに

ことで，従来の学校教育に一矢・を報ゆるものがあっfこであろう。

主主 1. デグピ』著「枇界の協同組合J173頁
2. 波辺侃「農政学講義JCn日清111 !Ofワ235頁

3. 官'11吋清男「商品速と幣j主義弛JC雑誌「教育Jn{j'fll 12 (，1'- tí~ ラ各都 10 号 60fO 

4. r商事連十年史J361瓦以下
5. 出納陽一「北海道の限速と酪速の事業Jcr社会政策11善戦J11仰1114年 11月号 416頁〉
6. 留附治労前掲 68};~f 

7. 城戸脈太郎「生活学校巡間JC雑誌「教育J):f~ 5 ~&第 10 号ヲ2 頁〉他に雑誌「自階段」参照

第四節野腕機農高等学校

1.創立の動機

酪農義塾は次に野腕機農学校へと発展するのであるが，独特な農業J習t育の型J.i?生み出し fこ義塾

が，なに故学校形態在採ることになっにのであるか。このように説明されるの附燥義塾の場合は，

一応農業に経験ある者必集めて養成することであったが， これは年令的にも満17才以上という制

約があったので， さらに教育の対象栓拡張し，広範囲から農村青少年そ募集することとなり，理論

を応用し乍ら実際を学ぶことに力そ入れ， もって農業生産拡充の使命にこたえ，在来の農法を刷新

ーイ

すべき意図J.i?もって開校の運びとなったのである。甲種農業学校として認可されたのであるが，文 』

部省L 設置の趣旨に関心を持ち，自由な経営を行うように側商から協力したと聞いている。当事

者連は以後新しい型の農業学校を生み出すべく大いに努力したのである。

2. 創立の経過

昭和17年3月財団法人興農義熟野幌機農学校の設立が認可され， 黒沢酉蔵が初代理事長及学校

長に就任し，同年6月札幌郡江別町字阿野幌に開校， 授業を開始しfこ。終戦を迎え， 昭和23年3

月学制改革により農業高等学校に転換，学校名~野幌機農高等学校と改めた。昭和 23 年 4 月学則

金改め別科の部程を設け，元野幌，柿市，川北各分教場で授業を開始しfこ。 (JI¥北農場は24年農地

改革により買収され，同農場の別科は廃止となった。〕昭和24年9月には出火があり，校舎一棟を

焼失した。同年12月法人名は財団法人附農学闘と改められた。校舎の復旧は木造から』煉瓦建えと

すLみ，昭和27年には煉瓦建校舎が竣工し， この間開校十周年記念を迎えるに至つにのである。

3. 本校教育の狙い

まづ「機農高等学校」の「機段Jの意味であるが， これが他の農業高校と比較しで注目そひく点

である。次のように説明されている。機は「機会」の機である。農業は天地の運行によって生ずる ザ

「機JJ.i?失しては成立するものでない。如何に機を捉え， 如何に機に乗じて営農すべ守かや， 身J.i?

もって体験研究Zをする道場が，即ち本校であるという意味そ表すものであると。

初代校長である黒沢酉蔵氏は， rこの学校を表miから見ると， 事力機械在相当使用するので，機
械農業の略称として『機農』と命名したものと解躍する0 ・…・・しかし私の『機農』は決してそんな

形からとったものでない。……私の機農学校は，天地の機を探って味得体得の妙境に到り得る;農学

校であるという意味を現しにものである。カラクリの機，機棋の機でない。天機とか機徴とか機動
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といか言う意味の機である。j と述べている。ω

教育の狙いは， Grundtvigの創始にもとずく丁抹の国民高等学校教育と協同組合精神に充fこされ

た説教育との混合であると伝えられ，この中には，従来の主11ー主義の学校に対して「真暗な学校J

として反対を表明した Grundtvigの精神が流れているもののごとくである。その教育方針をみ

ょう。

教育方針

ー，精神教育の基盤をキリスト教におき， JEG~、人生観，公正なる世界観の下に，神~愛し，人を

愛し，土令愛する人物の養成につとめるo

二，酪農業の研究に主力>:e注ぎ，民業各分科の統合の下に，北方設業の確立につとめる。

三，学理の裏付そもった経営実視.%?重視し，科学的，文化的なる腕の農人養成に按める。即ち使命

l玄関お農教育の述成であるが， これが両翼として，三愛の精神(愛有11愛人愛土〕とPZ民道にもとづ

く真の農人養成があると考えられる。

4. 校地及び工場

校地，農場，工場等をみるに，第6表のごとくであって， 本校の他に，農場3，牧場1，植林地

第 6署長校地及び工場

線別|所在|而税|倣 考

区

本校敷地|札幌郡江別町中間開悦 71，116

;;j;: 校 n~ 揚 1[司 8ラ9，2001A粘土地の酪政経営研究

元野腕股場 1!fjJ 字元肝跳 1，200，0001i尼波地の P 

植首位場|苫小牧市学植首 1，664，吋如服地む F

奥行日牧場|野付郡別i毎村字奥行臼 14，117，1181 肉牛悦牧経営研究

福山植林地|福01郡福島町宇一千軒 611，2191挺牧町長政経営研究

I ...J.r 11I1..I，;mr ""1'" ttll m"r ( rii1. J1~~学l'd乳\ 1パ Jjl-， 煉乳の製造及びili・宇Lの取扱に関する
乳製品工場|札幌郡江別町 ( ~:;~，f'~;i::!:~~~"~ I I I ..，....'I'A:-RlJf...J...I.J'Ji".J \車車製~å品t

i段主機兵工場 1;本本校敷地内 ! 一|段機具の修却刻別l世』~，製造に関する5咲足脅

木 芸 工 揚 i同 i 一→|家共刻のi製挺造，修坦羽班[[に関する突脅

も守 18，523，518 

1，工場3，商払ー総計1，852町歩に上っているのである。本表に掲げないものに， なお蹄鉄工場，

!:f.:腐工場，採穏風育雛所等があること在記しておく。農場は重粘土地〔本校法場〕泥炭地(元野

幌〕火山次地(植苗)の三思土壌>:e高度の耕地に変えることこそ農人の使命であるとなし，本道の

ごとく未墾地の広大なところでも，か Lる土壌の良地の他は求めることができぬとして，これや絶

、r 好の修練場となして，附設の成果>:e明らかにしようと企図したとされるのである。

5. 生徒の選抜

入学者選抜の第一条件は「卒業後農業に従事すゐ」ことになっており，この点は詳細に検討され

る。過去5年間の統計によれば，入学志願者は，募集人民に対し，本科は最低3.2倍，最高8.1倍，

別科は最低1.5倍，最高2.2倍会示しているが，このうち所謂農人ならざるもの，まに将来農人と

して生活すること金欲しないものの希望は漸弐減少している由であるが，卒業後の農業就職に関し

では，後に示すところであるが，本校の目標とするところは大体遺せられているごとくである。第
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こに，身体と思想が条件とせられている。つまり本校では教科の成績栓とかくいうよりは，健実な

精神と強健な身体と将来農業経営人になることの三点~条件としているのである。

6. 教育の方法

これは失のごとく要約される。

一，農人fこらしむるために，農村，農家の環境において生活させるべく，金生徒を農家になぞらえ

た寮に収容(全寮制度〕して生活させる。

二，本科一年は全員を1個寮に収得し，農業の基本的教育と訓練とに努める。

三，本科二年及三年は.15町歩前後の経営農場をもっ寮に分れ，本校教識である寮長(農場長〕及

その家族とともに生活する。

二年生は農場経営の主体であり，十月末までは宇週ずつ交替して農場経営に当る。十一月から翌

年三月までは教室授業を本体とするが，あくまでも農人生活の中根体である。

四，本科三年はjJlI去ニク年の経験と学力~以て，更に深く研究在進めてゆくこと&本体とする。

五，別科は家庭の要望により. 1ク年で農業経営の大要を会得させるにめに設けられ， 泥茨地帯，

火山次地帯に分けて教育する。まfこ動力機峨化農業及農業工作についての訓練を行うため農機科

及農村工作科をおく。何れも全員を寮に収容する。

6.寮生活

本校において療の生活は学校教育の一環をなすものであり，他の農業高校の場合とや L事情が異 h 

f 

っている。「金生徒は各1戸の農家としての設備を有する擦に生活する。各寮は互の関連において

農村の近隣関係にあるが，これらの農家(寮)は一つの農村部落をつくり，協同組合体系在もつ。そ

の生活は;農家の家族の一員であり，農村の村民(部落民〕であり，協同組合員の一員でもあるので

ある。」∞失に寮の毎日の生活を見ることとする。一年生の聞は機J員寮で生活するが， 二年生にな

ると夫々の目標に応じて他の五寮を選ぶこととなるが療での日課は，

5.30 C冬 6.00) 起 床朝櫨，感謝
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6.30 C冬 6.40) 笑努終
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また生徒の食

自

滑

(口の実習は，寮生のうち二年生の字数f三けで， 他は学科授業沿うける。〕朝躍に際しでは農民

道五則が朗唱される。その他に寮訓が各寮にあり，察長の要望を表し，平凡な中に深遠な意義を含

むものとせられており，例えば， rまず笑行，仲よく暮せ，油断するなj 等がある。
事としては，毎日牛乳を摂り，粉食や加え，蛋自在従来より増すようにしている。
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リーノ"

いづれも隅農を基盤とする関係上飼料作物の作付反別が多く，特に牧草が多くの剖ゆ~占め，地力

の増進を目指している。一例を挙げれば表中の希望号発では，金作付閥横144反5畝中，飼料作物作

付耐積104反5畝， (72.35め内牧草48反8畝(飼料作物面積の46.75め食用作物，

付面積は40反(全体の28%)の割合そ示している。生徒は農場実習において，耕隔の耳元扱，乳牛

の取扱，良機具の取扱等について学ぶのである。各農場は今日では何れも，地力の増進を示し，

壌は良質となりー収穫物は増収しつ Lありと報告されてh、る。

販売作物作

土

? 

程梨県手}教8. 

普通

教科において宗教が設けられていることと，職業教科においては，二年生が農場経営の主体となっ

ているが故に，総合農業に前期18時間与を充てていることが注目される。そして職業教科課程の配

当は第9表のごとくなっており，本道並東北地方の階農関係，社会の要求に応じて考慮せられてい

教科課程は第8表のとおりで，他の道内農業高校と比較して特に異る点は見受けられぬが，

':lf 

る。
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第 8表教 科 課 程(毎週教授時数〉

日目 科
五¥乱学|前 期|後 期

科¥¥¥士一年|二年i三年卜年|二年l三年 前期|後期
般 社 会 言 2 ラ 2 3 1 
オZ 史

普 会 i!t 界 史 2 2 
時 事 問 題

国 iiE 3 3 3 3 4 3 2 
通
喪主 学 一 3 

英 日苦 3 2 2 4 3 
教
保 健 イ本 育. 3 3 3 4 3 

:出'Iミ 教 1 l 
科

学 匂一》 2 

科主
q坦 一 } 4 学 一

総 メrh，• 皮 者さ 18 4 3 

職 親F f車 2 ヲ 2 

業
干寄 産 一 2 F 2 2 

t是 帝 E義 1)" コ: 3 3 
教
11% 三業 ニt 1 

科 設 E業 こE 21 2 2 2 

段 主権 経 2 1 2 

特育
ホームノレーム 1 一

月!J活
生徒集会クラプ活動 2 2 2 2 2 2 2 

81 ミヰ 3 I 一
教到j
SJe 脅 随時 随時 一 20 

ぷ弘、
n 百l |↓ 331 訓示玄「ヨド司ー瓦T-341 

第 9表学長1'-別実業教科課程の配当

第一学年 l 第二学年 | 第三学年
表類の栽培 |茨類。栽培 |水稲の栽培

豆類の栽培 |菜豆の栽靖 |土と肥料

説菜の栽婿 |飼料作物の栽椛 i乳牛の飼養骨組
工芸作物の栽培 l緑 肥 !作物の育税

特JIl作物の栽培 |潟鈴薯の栽培 |品稗改良

飼料作物θ栽培 l病 訴 良 !家帝術生

果樹の栽培 |牢L牛の飼養削農村林業

花舟の栽培 I n互の飼養~~lJIl農業気象

2 

白。
2 

2 

言

4 

4 

2 

一

6 

ー可'

k 

乳牛の飼育 |細羊の蛾伽It階段生活 ギ

馬の飼育 |土と肥料 |院政経済と簿記

豚の飼育 |股機具の侠JIl法(帝カ， ~強力機) ! t~ ~民政策

繍羊 θ 飼育 |牒経営と簿記 i隣機械(刷機，動力機〉
鶏・の飼育

兎の飼育

農機具D使用法〈人カ，務カ〉

9. 学級編成

32 
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本科では各学年2学級づ L計6学級で，生徒数は287人である。また別科は4学級48人である。

1-2年が

員

学校長を含み67人で，勤続年数は8-12年12名，ヨえいで1年未満11人， 4""" 5年，

各9名となっている。

職10. 

徒生11. 、y

金第10衰のごとくで，学区制がなく，これを本科のみについてみると，まず出身地であるが，

第 11 表永~H農業高校生徒向身地調

( 27年 10月現在〉

i生徒数|傭
418 11総数の97%
66 11'亡当る
4 

考

3 

3 

497 

}lll 

川

市

知

走

繭

振

高

谷

言十

方

JII 

:ttlJ， 

k

旭

今

一

制

留

胆

日

銭

(本科〉

一
別 |生徒数 別 |生徒数地 方 方

渡 勝 2ラ

檎 t[1 I 4 路 12 

f発 ;志 6 根 設 4 

胆 振 21 キL 幌 ili 3 

日 高 10 JII ，Ii 。“ 
石 狩 21 見 司f

4ク培a 主刊 26 ff 見沢市 2 

留 繭 6 機 内 ilj 

ヒ JII 40 A、 樽 司f 2 

宗 谷 :~ 11 他 府 県 19 

綱 走| 言ラ 昔f 289 

野幌機農商校生徒出身地調第 10表

永IHs是券高等学校案内土り作成
..( 

道各支庁から生徒が入学していることがわかり，膝下の石狩支庁記けでは総数の1割に満fこず，網

十勝25名，臨ー振21名，宗谷20名等がみられることが注意をひ定 55名，上川40名，宰知26名，

永山農業高校生徒比較のために，くものである。また他府県からの19名も目立った現象である。

地元の上川支庁並に旭川市の合計が生徒総数の97%そ占の出身地金調べると第11表のごとくで，

その数はまことに少い。この点在以てしでも，広く各地からめ，他の6支庁から入学しているが，

生徒J.i:>集めている機農高校の特色が見られるであろう。

家庭の職業別調〈本科〉

|人数

作 η

悶

帝

業

苦1-

業

向

他

やはり農業が圧倒的に多く ，91%J.i:>占めている。また農

業の中でも畑作農家が字数以上与を占め，水闘がこれに続いて

いる。その他の職業では公務自由業の16名が目立っている。

生徒の年令では17才が最も多く 91名 (31%)で，

生徒の家庭の職業は第12表のとおりで，

}lll 業.

第 12表

これに

18才36名のn頃である。15才 62名，次いで16才 75名，-弓
J

E

1

ノ

内

4

7

t

f

A

 生徒の気質に関しては，詳細に記述することができぬこと

J.i:>遺協とするのであるが，一般的には，塾時代には村の育年264 

逮と同じ態度であったものが，機農学校になってからは生徒ーF 

その宇商明朗性がらしくなって来ており，純朴ではあるが，
16 自

職

州

水

牧

林

，aa
a
E
E
E

，ミ‘，
E
E
E
E
E

・、

'hp
''k 

農

業

向

公

共

務

、ヤ

ないという憾みもあり，戦後の六・三・三の枠にはめられた
2 

現在の高校では創立の頃の何かあるもの(これ治表現するこ
287 

，とは困難である〕がなくなったのでないかと批評する向もあるが，いづれも軽々には判断し難い。

:33 

計A 
t1 
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卒業生は旧制中等学校時代48准名，新制高校になってから 392名争出している。(昭和27年7月

現在。 BtJ科~含む。〕卒業殺の動向に闘して北海道教育委員会行政課から提供された資料によると，

第 13表のごとくであるが，昭和22年，昭和25年度については不詳者が極端に多いので明確なさいj

第 13表野幌機農高等学校卒業者の動向調

!昭和幻年 IOR;f1l万年|昭和 26年 l
1~ 一一- ~ r-二日~I 15ロ百 60同支
林業及び狩猟業

漁業及び水産養殖業

鉱 業

往設業

製造業

卸売業及小売業

金融保険及不動産業

運輸通信及そ
の他の公益事業

サーピス業

務

f也

卒業者の動向12. 

す'

開和 27年|備 考

I __%1 
62! 91.21 

fllli Bi教6 3.2 ') 
司

一

3.9 

月3.ヲ

31.4 

2.。

2 

16 

17 

1.2 

1.2 

9.9 

41.2 

41 

B 

つ月

3 

産

業

バ，、、
"7) 

類

職

見。

就

Q;) 

公

そ

者

-"'-
100.0 

-j 

6.8 100.0 62 

19 

81 

100.01 ラ1

201 

つ

42 

115 

100.0 81 

2 

215 

131 

者

者

者

詳

'
r
E
 

長一一

μ

2戸

員十

I二級学校進

無職
・、
L 

-
A口

死

不

25年度が 94%~22年度が96%.また就職者は道内が大部分で，

26年度，

が農業主E凌いでいるのを見る。

ヂ

27年度の統計に基かねばならぬ。 26年度では

進学235弘就職77%であるが， 農業は就職者の97%Je占め.27年度では進学22%.就職78%

で前年とほぼ同様な傾向を示し，農業は依然として就職者の91%である。 27年度についていえば，

農業62名中，農牧夫類似従業者に分類されるものが49名を占めていることが注意冶要すゐ。両年

度とも，農業以外ではサーピス業(教師)が記されていることで，

示している。然し機農学校の卒業生が， 最も， その本来の職業につくであろうことは第14表やみ

ると明らかであって，昭和26年度農業課程卒業生就職状況で示すごとし課程関係就職者74%と

こLにおいても，本校教育方針の徹底せることの一端毛‘窺い知りう

これは27年度が4名の増加会

占めている。正確な傾向そ知るためには，

他校やはるかに引離しており，

道立教育研究所の調査によれば，農業課程の中，事産科がコ{ス関係就業者の少い原閃として，

畜産技術者の職場がせまく主に農業経営のー部として斉産商に貢献しているにすぎFぬので，

を独立のコースとして保たずに，農業科に包括し，或は問農科として総合的農業の道沿選ぼうとす

る傾向にあると指摘されているがμ〉この間の事情は，機農学校経営方針から学ぶべきところがあ

34 

高産科

るのである。
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第 14署長 l昭和26年卒業生就業扶究
(農業課程〉

学校名「一「

__ I 人数--~
野幌機農 81 i 60 I 74.0 

岩見沢位:

江部乙|

永 ~(f 位|

名寄

倶知安農

大野良

静内

川西農

標茶陵

美幌

道立教育研究所

247 i 106 I 43.0 

127 i 821 札 B

80 i 41 I 51.2 

63 I 39 I 62.0 

40 1 27 1 67.ヲ

研究紀要第7号(1) 

39--40頁より

るのでないかと感ぜられる。

13.経営面

機農学校が設立されたのは，醗速から興農公社

に変涯を見fこ時代とほぼ時を同じくするが，以来

有形，無形の援助がこれについてなされたのであ

る。即ち酪速が解散して興農公社が誕生した際生

じた剰余金60万円について， これそ農家に分配

するか教育に分配するかが論議された結果，義塾

に与えて農学校としようということになり機農学

校在建てることとなっ氏。この際，上記の60万

円と北連の北方教育費金とが，この仕事に充てら

れたとのことである。一方職員の給料の中から，

その幾パーセントかが数年間貯えられて，これが

機農学校の設立に充てられたとも聞き，酪連，公社側の積極的な，酪農教育に対する意欲が感じら

れるのである。そして北附社になってからもこの商の協力は続けられ， r野幌機農学校の経費の大
部介はわが社の援助寄附に依って今日の整備完成を見fこ」∞と称せられているほどである。その寄

附金額は失のとおりである。間

昭和17年度 30万円 昭和18年度

昭和20年度 50万闘 昭和21年度

30万闘

90万闘

昭和19年度 40万闘

昭和22年度 286万闘

計 526万円

23年度以降は正確なところは把撞できぬが，寄附金はその後も出されておるごとくで，その金額

は22年度分身上廻っているようである。寄附は25年に打切られた。北海道の農業教育であるのに，

会社ばかりが経営に力を尽さねばならぬのであろうか。本道農民の責任において学校を推進せしむ

べきでないかとの声もあったと聞くのである。そして， 現在では， 学校は独立採算制となってい

る。江別製乳工場は学校に経営移管され，実習工場として，製乳技術を体得しながら利益をあげて

いるのである。雪印乳業，北海道バターの両会社は実習工場の製品を引きとって販売し，この商で

学校に協力する。即ち学校の財源、は，工場，農場収入が9割，授業料が1割と見積られるのであ

る。現在，会社側は特に教育的なつながり在学校に要求しないが，実質的には種々な商で関係が探

守 いと思はれる。

学校と会社(帥連，公社〕との関係は時代とともに若干の変化があったとも伝えられる。}貫し

ては同じであっても，その問多少の変遷があったことは当然であろう。ー設には次のごとき観測が

ある。

酷連時代(義塾)は，醗連の学校と万人が認め，教育費は蹄連から全部支出されていた。公社時

代も，職員は自分遠の学校であると思い，農民も亦そう思っていた。北楠社時代には他方面から重

役も入ったので，教育について，プレーキがか Lり，失第に官僚式となった。雪印，道バター時代に

3" 
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入って，機農学校に対する考え方は昔に戻りつLあり，協同組合精神の強調が叫ばれるに至つfこと。

そして29年春から機農学校では，農村の二，三男の就職問題を解決する一助として，農村青年は

出来る花け農村にとどまるべき記という趣旨から，協同組合科在設Uることになり，将来単協の役

職員，中堅指導者の養成身目的としていゐ。この他にジープ， トラクター等を扱う機械科 (6ク

月〕の新設も考慮されていると伝えられる。 ザ

なお，機農学校は，後述するところの短期大学，高等酪農学校とともに，学校法人酷農学園の}

翼栓形成していること冶附記しておこう。

14.評価

機農学校は従来の学校教育に特異な課題や投げかUたといえようし，現在もなお，新たな道J.e開

拓しつ L あるように観取せられる。われわれは，敗戦前のドイツの学校教育が~地に即して行は

れ， 実地修業は学問に裏づけられ，両者は相互に柿充し合い， 学校教育が現実の農業実践に緊密

に結びついていたという点にーつの特色や持っていたことと，く7) またドイツ農業経営学の泰斗，

F. Aereboeが， クユルアンペJレヒ地方の農業学校J.e例にとりながら. r多数の学生が特に学校経
営者-と寝食ぞ共にしながら共同生活えを営む場合に，成績頗る良好であるJCむと述べているのに鑑

み，機農学校の在り方に大きな興味を覚えるのである。

践し黒沢酉蔵「皇道農業J254-5頁
2. Il:l納陽一「丁抹の偉人グノレドピーJ(北海道帯牛研究会「了抹の農業J380頁〉
3. 野腕機段高等学校制rJ足場教育J8頁
4. 菊地安宅「北海道総合開発計四iに伴なう高等学校の農業教育計闘の研究J(道立教育研究所「研究紀
要」第7号 (1)日7瓦

5. r北程華道階段協同株式会社の沿革と概三兄J24頁
6. Ii'1J ニ 25頁

7. 磯辺秀俊「ナチス農業の~;設過程J 279頁

8. アレポー際環i. 永ix.繁雄訳「農業経営学J298頁

なお本節は，野腕機e.~高等学校編「農場教育」並びに同校「学校要覧J (昭和27，;¥o:7月〉に主として拠っ

たととを言cして才9(。

第五節酪農学園短期大学

野幌機農高校の姉株校として，われわれは献農学園短期大学について述べ‘なければならぬ。離農

教育を行う新制大学としては，本道に帯広帯産大学を有するのである杭短期大学としては本学が

ある記けである。

九.

1 

終戦後米国宗教団の計画によりキリスト教国際総合大学会設立し，共の}環として階農大学唯野 ず

幌機農学校に併置しようという気運があったが， 宗教団体の協力はかちえられず， 単独で昭和26

年2月設置や見ることとなった。

この大学も了抹国民高等学校を模範として創立されたといはれており，その特色としては，失の

ように掲げられている。即ち，

本学は弐の綱領に基き新日本の建設に貢献すること栓目的とする。

1. キリスト教の精神に生きる国際的日本人を養成する。
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2. 神~愛し，人~愛し，土~愛する有為な酪農指導者~養成する。

3. 勤労治倫ぴ，実学老重んじ，能率を重視する頭脳と腕の人材を養成する。

カリキユラムは酪農についての最高指導者やつくる目的で作成されているとせられ， (修業年限

2年)一般教養科目としては，聖書，外国紙文学，哲学，法律学，経済学，物理学，化学，生物

学等があり，専門科目としては， i附農経営学，酪農経済学，者産学抗論，家者栄養学，家高衛生学，

乳製品学，肉製品学，皮革学，飼料作物学，酪農概論，作物学汎論，土壌肥料学，作物保護学等が

ある。こ Lでも注目すべきは， I聖書」が学科の中にあることで， 本学の教育綱領のー端を示して

U 、る。

受験費格は，本学の趣旨に共鳴し，キリスト教主義教育を希望する者で次の資格身備うる者とさ

れている。即ち，

1. 新制高等学校卒業者

2. 新制高等学校卒業認定試験に合格した者

3. 通常の謀程により 12年の学校教育を終了した者(通常の課程以外の課程によりこれに相当す

る学校教育を終了した者を含む〕

4. 外国に於て学校教育における 12年の課程を終了した者

5. 文部大臣の指定した者

..J. 6. 共他本学において特に右と同等以上の学力があると認めた者

す‘

本大学も札幌郡江別町岡野幌にあって，野幌機農高校に隣接しており，現在改築中である。農場

面積は31町歩，作物の種類は，牧草，玉萄黍，馬鈴薯，燕麦， ピート， 大豆等で， 他に飼料作物

実験闘場が1町歩である。

教育施設~挙げると， 経営実験農場として， 18町歩のものがある。乳製品実験工場は， 機農学

校とともに使用するもので，昭和22年北附社から江別工場が酪農大学実験工場に提供され， この

工場は年間集乳量14，000石，主製品は煉乳，バターであり，その生産額は年間煉乳約35，∞0函，

バター 100，000封皮，市乳500，000本等であり，共他アイスクリーム原料，チヨコレート'i.)レク

等の生産施設及び研究施設がある。

家斎の種類と数は， 1L牛30頭，耕馬5頭.I尿4顕，鶏100洞等である。

農具の種類と数については， トラクター 30，馬力ジーゼル1， トラクター， プラオ 1， 同ハロー

1，ハンドトラクター2，搾乳器(丁抹製)1， F'リ Jレ1， ライムソア-1， へーモアー2， へ{ν

ーキ 1，へーテツダー 1， リーパー 1，エンシ νージカッター 2，スレツシヤー 1，共他者力用農具

等が数えられる。

学生は一年目 51名，二年目 41名， 計92名 (28年10月15日現在)で，これを出身地別に調査

すると，第15表のごとくで，道内から 3分の2，道外から 3分の1が入学していることがわかる。

道内では，上川の10名，十勝7名，札幌市7名が多い位で， 他は全道各地に分散している。道外

31名は17都府県に分fこれるが，内東北地方が字数近くの14名を占めており，中でも岩手が筆頭

(7名)に上っている。在学生の家庭の職業を見ると，農業60，公務員 14，会社員9，教員6，商

業4，無職2，計95(休学 3~含む)となっており，農業が 63%を占めている。
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第 15表酪農短大学生出身地別 (28竿 10月 15日現在〉

生徒数
地 方

53
1
] 1I 若手目 [2-"p 目 I~・ 1 地 方 別 ||1一年一昨寸一年一一目 一計一

波 ~q 路 国 2 3 

檎 111 本艮 室.

後 芯 2 2 札 1略 司f 3 4 7 

組 桜 2 F旬"-司 賀直 司I 2 2 

I~ jOi 4 

ヲ5311 1 

岩見沢市 2 2 

石 狩 4 縮走市

主主 知 2 北見 71i

摺 蔵 帯広市 I 

七 )11 9 他 府 県 16 15 31 

芳宅 谷 2 海 外 l 

.1 定 L~十勝 4 3 合 百十 51 41 92 

共に卒業生の動向である

が，現在96名や出しており，

その現住所調は第16表のと

おりとなる。進学している者

があるので正確には断定でき

ぬが，道外に約4分の1が就

職，道内に約4分の3が就職

していると見てよいのではな

いか。道内でも石狩，札幌市

周辺に集中しており2'さ知，

上川がこれにつづき，他の地

方には散在しているかのごと

く見受けられる。卒業生の進一一一

第 16表酪農短大卒業生現住所調

地方別|創腕i一回(二回|計
道 外 自 6 2ラ

学は約1割と思はれ，他の9密lは就職しているも

ののごとくである。農業関係は卒業生数の3割以

上と考えられ，数的に多いものは，教員，会社員

イ

耳Z 狩 6 4 5 1ラ (雪印乳業，道バター〕が各々，総体の1割内外 ι 

キL l院 7p 4 

~ 知l

k )11 

胆 振

十 勝

旭 )11 ili 

綿 定

5支 谷

法見沢 ili

波 島

eJq 路 国

根 室

留 il1i 
eJq 路

不 明 3 

計 27 

言

4 

21 4 

l 3 

可

2 

一

一

一

一

一

3 

33 36 

14 

7 

7 

4 

4 

3 

2 

2 

2 

l 

3 

9o 

であって，変り種には，紡績会社員，鉄道員，運

転手，保安隊等があるようである。

機農学校と本大学との関係ぞ述べると，酪農大

学え進学せるものの数は，創始期6人，第1回生

4人，第2回生11人， 在学生 (2年目)9人，在学

生(1年目) 11人で，計41人が機農学校から酪

農大学へ進学していることや知りうる。在学生の

みに関し1いえば， 1年目， 2年目共に学生数の

約21%は機農学校からの進学者であっL，こ L

でも両校が密接な関係にあることが理解できる。

経営面に関しでも，機農学校と同様であり，現

在独立採算制で，授業料，農場，工場収入に依拠

しているのであり，工場生産物については雪印， 十

道バター両会社から協力を仰いでいることは前節に述べ了ことおりである。その他に，事業経営とし

ては，札幌駅地下デパートにミ ルク・ホールを経営していることもあげておこう。

樋浦学長は，本大学の在り方について抱負を語り，ヨたの三点J.e特に強調している。即ち，

1. 試験を大いに実施する。

2. 教室における禁埋断行。

3. 聖書の真理を探究する。ω

." 
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本大学は創立後極めて日が浅く，学生数も卒業生も極め1少い。本大学の教育目標がよく結実す

るかどうかは，今しばらくの時を与えて，見まもることが必要であろうと考える。

説 1. 樋浦誠「日本唯一D醗畿大学Jcr酪農」昭和25年 4月 第4;)号〉

第六‘節野幌高等酪農学校

酪農学園には機農学校，短期大学とともに，通信教育密行う野幌高等酪農学校がある。終戦後通

信教育は非常に普及し1いるが，本校のごときは，社会教育を最初その目標として進み，農業経営

者及ひ'将来農業経営者にらんとする者在対象として実施せられているものだけに，大いなる特色を

有するものであろう。昭和23年から開始されているが，川村校長はその抱負を失のごとく語って

いる。く1)

「現時行われていゐ農業教育は，農業高等学校にしても農業大学にしても， ただ農業.:a:'机上で学

ぶことが中心で， しかも卒業してしまへば農業を捨てて他に就職するとU、ぅ状況である。農業高校

の卒業生のうち，実際農業につくものは平均100人のうちわずか5人ということをみてもよくわか

る…・・こんなことでは農村は決して向上しない。何としても吾が『酪農科』のねらっ1いるよう

な，経営に汗を流し・1いる者そ教育することが最も有効だと浮蓄えた。……なぜ酪農に中心をおいた

教育そし1いるか…ーといえば日本の食糧の独立をめざしてである。J

イ カ、 Lる目的に従って発足した本校が，どのような内容を有するか，その学則や検討してみよう。

ヤ-

野幌高等酪農学校学則

第一章総 則

第一条本校は，日本農業振興上重要なる酪農並に農村の生活向上のための教育在行うため，通信

並笑地の指導を施し，自家農業経営並に農業生活をして，科学的基礎やもつ高度なものたらしめ

んとするにある。

第二条本校は野幌高等酪農学校と称し，酪農科，家庭科の二科制とする。

第三条本校の修業年限は左の通りとする。

酪農科ニク年 家庭科ーク年

第二章教科目及教育指導

第四条教科目は弐の通りとする。

酪農科は左の二十二科目とし之をニヶ年に渉り左の通り配当する。

月別教授科目配当(省略)

家庭科は左の十二科目とし之をーナ年間に左の通り配当する。

月別教授科目配当(省略)

第五条前条の教科目は毎月各教科別に取纏め毎月配布して学習せしめる。

第六条前条の講座の外之が学習指導奮を毎月一回発行配布して，講座の学習そ指導すると共にー

般教養.:a>向J:.せしめる。

第七条本校は左の方法にょっ1教育指導.:a:'行う。

一，通信講座教育
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生徒は毎月一時宛の商機講座並に毎月一回以kの学習指導書の送付や受けて，各自自宅にあっ

て各々家事に従事しながら学習をする。

質疑に対し1は，通信により回数や限らず懇切なる応答をし指導する。

二，集合教育

生徒は毎年一回以上(概ね十日~ーク月間)本校(或は分校)及地方教室に集め1実地教育身

する。

三，研究指導

本校在学中は勿論卒業後と雌共の希望する者に対しては，一回の期間一週間本校に宿泊し，本

校の酪農施設を開校し1勉学研究に利用せしめ且つ共の際本校関係l隊員は直接指導にあたる。

四，出張指導

本校関係l隊員(地方駐在員或は本校より)地方に出張し，学習会或は各家庭に就き講座の学習

並に岡市農経営等に就き指導する。

五，笑験及内需農実習

実験及帥農実習は1~~合教育及出張指導により之を行い，倫必要ある時は再教育によって之~補

うことがある。

第三章入学，休学及退学

第八条本校の入学費格は概ね左の各項に該当すれば良い。

，現に農業に従事し，将来農業経営ゃなさんとするもの，立立に農家の主婦となるもの

ニ，新制中学校卒業若くは青年学校本科一年修了以上の学力あるもの

(以下略)

第四章学年考査，卒業認定

第十三条本校の各学年は毎年四月に始り翠年三月に終る。

第十四条本校生徒は毎年七月末，十一月末，翌年三月末の三間定期の考査を行う。卒業学年の末

期に於1は卒業認定論文の提出をなさしめる。

第十五条前条の各学年定期考査並に卒業認定論文で所定の成績争収め，且集合教育英の他出席率

等~総合して本校規程の成績に達した者には，本校所定の卒業証書を附与する。

第十六条本校の卒業者にして成績特に優秀なる者は野l悦機農高等学校の相当学年に編入せしめ，

卒業の後酷農大学講座に入学し得る素地やつくらしめる。

第十七条授業料は，酪農科}ク年1，800円，家庭科ーク年1，5∞円とし，毎年四月にーク年分を

-( 

ル』

前納しなければならない。(略) T 

(以下略)

第八章学習会

第二十六条生徒平素の学習は各自家にあって自学自習するのが原則であるが，学習能率をー麿高

揚するため，本校地方教室在中心に数人以上のグループそっくり学習会を聞くことを希望するか

第二十七条学習会は其のグループ毎に一人の代表者を互選し，共学習会の世話をし本校との連絡

に当ることとする。
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第二十八条学習会沿っくった場合は町村三ク所以内本校よりーナ所当毎年五百円以内の経費

Ja?補助する。

(以下略〕

次に学則の検討に移りすこい。募集人員は，酪農科，家庭科ともに各3，∞0名である。

酪農科の月別教授科目配当は失のごとくなっている。

第一学年 第二学年

4 月酪農とは 飼料作物

春 I5 月 乳牛の飼育 (D 水田酪農

と~ 6 月栽培の科学 酪農経営 (D

瓦I7 月 作物の栽培(北海道) 酪農経営(H)

裏作と酪農(東北)

7 

同

日

日

付

白

川

田

川

口

口

白

w
d
n
u

噌

i

4
-
4
i
 

f
-
-
J
I
l
l
-

夏

と

秋

」

(12 月
吋.

I 1 月

と12 月
多 l3 月

肥 料

乳牛の飼育(H)

高力農具

牧野と飼料

酪農と生活

土壌

菰茶と果樹

l援と家禽

J隠，紺li羊，仏l羊

農産加工

農業経営設計

家者飼養

土地改良

家事衛生

議産加工者舎サイロ

尿惜の設計

家庭科の科目は，食べ物，栄養，献立，酪農食，料理，加工，健康，婦人衛生，育児，看護，作

法，美容， リク V ーシヨン，音楽，洋裁と和裁，洗濯，伎宅，明るい台所，暮しの工夫等である。

講師には，酪農大学，機農高校，北海道大学の教官等が当っている。

その教育指導は;学則に示されているように，通信講座教育，集合教育，研究指導，出張指導，

実験及酪農実脅から成立している。即ち学校から生徒に毎月，テキストとして， I酪農講座J，学習

指導書として「学習の友」親睦と教養のための雑誌「附農学校J(約12，∞0部。発刊後7年目)が

港付され，生徒はこれらに基いて勉学するごととなる。(家庭科の場合は， テキストとして「家庭

生活講座JC金八巻〕があり，雑誌としては「家庭の読本JC約3，7'∞部〕がある。)

生徒は学習指導警にある報告課題に対して解答ゃなし， インストラクターの添削指導身受ける。

集合教育は従来は夏季だけ行はれたが，最近学習会館が落成してからは毎月行はれるようになっ

た。一例として"28年7月に6日間実施された夏季集合教育冶挙げれば， 出席者は38名，岩手県

からの参加在も見1おり，教授科目としては，デン 7 ークの農業技術，施肥の合理化と土地改良，

新しい農薬と使用法，新しい農機具の性能と使用法， ~L牛の科学的飼養法，最も多い家者の疾病と

手当，新しい栽培の科学，新飼料作物の栽培と給与法等であった。

出張教育は生徒が多数いる町村に設置しである地方分校や生徒が数人以上でグループをつくって

いる学習会に対して， 本校教師が出張巡回して指導するもので， 昭和27年度には約100聞の指導

" 
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~行っている。

学習会(学則第26，27， 28条参照〕は各地にもすこれており，ω農業雑誌の発flJ，生活改善，家

帯飼養の実行，献立発表会，農業講座の実施等，青年逮が種々の研究と活動とそ行っている模様で

ある。

本校の授業料につい1一言したい。これは，学則に示され1いるように， 1.ク年1.，800円(月

150円)であるが， 入学案内に r(授業料は)僅か馬鈴薯5俵fこらず，小豆1斗2升ではないか。

(1.ク月では小豆1升代〕どうか小商積の研究畑でも作って，そこから授業料を生み出して下さい。」

とあるのは，いかにもこの学校らしくて商白いのである。

分校(地方高等酪農学校)に闘して述べれば，昭和28年に，道内では10の分校があり，渡島，踏

振，庄知， J二川，十勝，網走，宗谷の7支庁管内に設置されてU、る。町村や農協と密接な関係をと

っている模様で，その所在場所は役場内6，公民館内2，農協内1，共他1となっており，校長には，

町村長，教育長，農協組合長等が就任している。

就中，美深高等酪農学校は「中学校生・卒業して村に残るものはすべて酪農学校に入学」するほど

であると報告されてb、る。

道外では，仙台市に東北地方教育部が設置され， 分校は21j，を算している状態である。その内訳

は，宮城5，青森4，秋田 4，福島3，山形2，新潟，千葉，長野各1であって，所;(E場所は概ね農

業協同組合内である。

上に掲げずこところによっても判明するように本校生徒の範囲は北海道，東北，その他各県に亘っ

ており，学校当局の述べるところによれば，東北地方が約3割に達しているという。現在生徒数

は，酪農科1年2，6∞名，同2年2，000名，家庭科1，7'∞名，計6，31∞名(概数〕で，分校につい

ていえば，道内生徒数937名(醗農科1年275名， 2年465名， 家庭科215名〕道外生徒数1，393

名(酪農科1年930名，同2年373名，家庭科90名〕である。

年令は20才前後が多いとされ， ますこ通信教育において最も懸念される点である脱落率は， 約3

割5分と測定されている。

卒業生は男子4回，女子1回〔家庭科は昭和27年から開始)で，その数は約8，似)()人である。

本校はまた青年学紐とも密接な関係全保っているもののごとく，詳細な資料は示しえぬが，道内

各地の背年学級では，農業科教材として，本校の講座を使用しているものも相当にあるようで，そ

の一例として， 安子村半来酪農背年学級(臆振〕のごときは，昭和26年からは， 野幌機i陵高校及

び野幌酪農短大から講師~迎え1おり，その教科目は， r酪農講座」が採用し1いるものと略同様

ず

ルF

に盟、はれるのである。耐法学園と青年学級との結びつきは，今後におげる青年学級の目擦と脱み合 T 

せてつの興味ある課題であろう。

最後に野幌高等酪農学校では，通信教育/:1:1.版部を設けて，農業用図書を出版していることをも挙

げねばならぬ。既に発行しにもの記けでも， r堆肥の新しい研究，黄金の土Jr宮沢賢治の生涯，雨
にも負けずJrデンマークの農業，乳と蜜の流れる土Jr我が家の農業経営設計Jr我が家の;農業経
営設計簿Jrデンマークの偉人ダJレンドピーJr乳牛の看護と衛生Jr農場教育Jr高倉さんの楽しい
農業生活設計Jr水田酪農Jr操業用語辞典」等があり，主として酪農関係における答蒙用図書の
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出版活動に着手しているのであり，学校拡張運動はここまで及んでいるのである。

酪農教育に関する通信教育という点で，またその特色の溢れたスクーリング，分校制度の実施等

において，酪農高等学校は通信教育の分野においても，大きな課題をなげかけるものとU、えよう。

註 1. 川村羅雄「階段科の諸君を迎えてJ(雑誌「酪農学校」昭和28年4月号〉
2. 学習会活動に関しては， I帰農学校」昭和28年 9月号 16頁以下に詳しい。

第七節酪農経営合理化運動

， .... 

われわれは聞濃義塾~初めとして，現時の酪農学園の教育活動について紙幅をさいたが，酪連以

降の教育活動は単にか Lる学校形態のものばかりであつにのではない。技術の普及と生活改善のた

めの諸活動やこ Lに掲げねばならぬのである。

遡って酪連時代に，本道では今上天皇の行幸を仰いだが(昭和11年)，酪連ではこれを記念して

種々の記念事業密実施した。酪農経営合理化運動はその事業のーで，金道組合員の僻農経営の合理

化~促進しようとするもので，酪農家中から委員を選定し食料，飼料，肥料の独立即ち自給自足の

三立主義を標殺し，酪農業の真髄を極め寒地農業~確立し，北海道農村文化の向上や図ろうとし，

酪農業者の自主的運動として，組織的な細胞運動により酪農業の確固たる基礎在確立しようと図

り，衣の四大目標や掲げたのである。ω

酪農経営合理化運動の目標

一，三立主義の確立

け食料の独立

二，牛乳の増産

三，牛乳統制の強化

四，集乳所の整備

本運動は昭和12年早々から開始せられているが，その実施方法は弐のように発表された。

一集竿L所の区域を}の指導分区とし，各分区毎に酪農経営合理化運動委員会~組織する。この委

(斗飼料の独立 国肥料の独立

マ

員会は牛乳の生産者より選出した背年委員と相談役と幹事と巻以て組織し，委員の座談会，生産者

の座談会，委員中心の実地研究会等不断の研究努力により当業者が自治的に合理化の促進やはかる

仕組である。

委員及び相談役は各分区毎に開催の生産者の座談会において次の方法により選出し酷連より嘱託

することになる。

青年委員 各農事実行組合より牛乳生産者5-10名に付1名の割合を以て当業者冶選出する。

(4，∞0名〕
相談役麟連より関係市町村長，農会長，産業組合長，小学校長，青年学校長，其他適当の者

に嘱託する。

連絡委員 一指導分区に1又は数名の連絡委員を設け連絡統制の機関とす。

本委員は酪連，相談役，官'年委員の協議詮1!1!jせる者~酷連より嘱託す。

幹 事酷連の職員が当る。
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事業計画

道内会5班15区に分ち各班毎に第1弐計画として打合会沿第2弐計画として座談会密閉じ

道南班
I函館区 大沼以南

八雲区 八雲製酷工場区域

f札幌区 宰知区
中央班

勝振日高区

f旭川区 宗谷区
道北班

名寄区 留萌区

網走区

北見班 野付牛区

東北海道班
j十勝区

釧路区

根室区

更に本運動の目標として摘げたものや肉づけしに事項が，酷J1~経営合理化運動必行事項として，

弐のごとく示されにのである。

1.食料の独立

(1) 所要反別の作付励行

121 加工設備の共同施設

燕麦の精製，小麦， ライ麦，玉萄黍等の製粉

131 郷土食の確立

純水田地帯以外は最小限度11ヨ1岡米食品台用いざること

2. 飼料の独立

11) 基礎飼料は必らず自給すること

121 各期間の多汁飼料を準備すること

家子容ビートの栽培に経験なきものは予めその試作を行うこと

131 飼料計算訟の普及

3. 肥料の独立

(1) 堆肥の増産

121 堆肥場並に股溜の設置

131 取扱の合理化

4. 輪作式の確立

は)牧草治加へたる輪作式~確立し速に地カル増進せしむること

この運動は実際には打合会，座談会，講習会の活動が重要な部分を占めていた模様であるが，昭

和 12年には打合会31間，座談会328回等が記録されており，講習会は，連絡委員に対しては5-7

日間酷農義塾で行はれ，地方委員に対しては各地方で同様な講習が行はれ，背年委員に対しては，

40回開催されたとの記録がある。

本運動がその後どの様に発展して行ったかは明確に把握できないが，興農公社時代迄継続したご
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とくである。しかしこの運動が， r煉原の火となって……北海道の各地を燃上らしめた大きな運動
となった。嘗て此程大きな，生きた教育運動はなカ、った。J(2) と述べられているように， 一応終熔

はしでも，指導方針が継続され，;m在Cも三立主義の精神が堅持され，会社の指導活動に流れ込ん

でいる事実は重要視しなければならぬと思う。

1ft 1. 賂連「錦旗来迎記念誌J(昭事1113年)22ヲ-6頁
2. ll:I納陽一「北海道の自治践と陥速の事業J(r社会政策11料提j昭和 14年 11J'l号 417頁

他に「酪農J(昭和 12年分〉参照

第八節酪農経営冬期学校

行幸言F念事業として他に注目すべき教育活動は， mr，農経営冬期学校の開始である。これは毎年冬
の農関WH:，利用して短期間の敵設教育会行い各地方の背年府に集中的に寒地農業確立の理想的信念

そ鼓吹い経常の改善，郷土食の確立等農業の真意義J，e徹底せしめ，北海道農業建設の挺身隊とし

て地方に於ける一つの中心勢力を養成せんとするものであると説明されている。(1)

出納陽一氏によれば，両者農義熟の生徒は， r卒業すれば皆郷患に帰って農業金自営するのである
が， 1年に20人や30人の生徒では， 此の広い北海道の農村に出て余りに力が少いので冬期農関期

に12月から翠年3月まで1回80人から 100人位階農義豊島に集めて1週間昨設と寒地の生活の指導

やする。 4-5 聞やる。此の内 1 回乃至~2 回女子冬期学校も開くのである。平生農業の労働J，é して

いる人速であるから 1週間ではあるがよく醗農業の理論も理解して生活様式も覚えて帰る。」ωと

諾って情景をよく伝えている。

冬期学校は昭和1.1年12月から開始され，また女子郁は昭和13年2月から開始された。会場は

酪農義勢を初め各地がこれに充てられた。

講師は隣速，試験場，道庁，産背連，種子馬場，道;陵会，生活改善協会等ーから出ている。科目は弐

のごときものが行はれた。

一，農民道

ニ，農村計画(農村計画の目標， I良会産業組合共他農村各種団体の精神並組織機能〕

三，操業経営(農業経営の根本精神，酪農経営?の設計，飼料f似伽，牛の符iJ養管理， lJ択の飼養管理，

牛乳及乳製品〕

四，生活改善(郷土食の確立その他)

入製資格は，町村長，農会長，産組長，背校長等の推薦せる年令満25-40才迄の背壮年で実際

T 操業経常に従事し，共地方の中堅背年fこるもの，但女子部の年令は満18才以上とすると定められ

fこo

興味あるのは費用の点、で，食料，塾会費，共他の経費は本人の負担とし之に充当するため馬鈴薯

1俵故金1円(女子部は馬鈴薯1俵並金2円〕を携行することとしたことである。

公社時代になってからは農業機械化冬期学校が設けられた。(昭和17年1-3月〕これは農業者

が一般工員同様特殊機具製作所(興決公社出資会社)笑務に就き乍ら技術の練腐修得を為すもので

あった。
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冬期学校は今弐戦争中一時中JI:~見るまで 39 回に速したといはれ， (興農公社発行「牧友」によ

る〕戦後の21年再開された。同年の実施状況は開催地32個所に及び，その講習科目は， ィ，農民

道(酪農業の本質〕ロ，附浪経営及飼料作物，ハ，t野牛f?rej生:及飼料管理，ニ，綱羊及惜の飾l養管理，

ホ，生活改善(衣食実習〕 へ，篤農家体験発表等で，戦前と特に変つに点は見られず，只篤農家

の体験発表が目立つ位なものである。

その他にも各種の講習会は頻繁に開催されており，公社，北開i社，雪印，道バター等の手によっ

て実施されている。道内各地で、行はれた講習会には，例えば，附農食並鴨解体調理講習会生活改

善講習会，製パン並パン紫築造講習会，者牛削蹄講習会，者肉加工講習会等がある。 fこだ遺憾なこ

とは冬期学校同様，実施回数，参加i人員等に闘して正確な把握が悶難な点である。

両者農冬期学校教育費に投じfニ経費は毎年約30万円に達しており，(のその成果は楠;農義塾ととも

に，農村青壮年に対して短期間に附農業の真髄を伝えんと努力しに点において高く買うべきである

と思う。 Tこだ懸念されるのは，その意図が金道各地の帥農家に普ねく浸透したかどうかという点で

あるが，これも不要の心配であるかもしれぬ。

1. r!錦旗奉迎記念誌J228頁
2. m納陽一「北海道ω階段と商品連の事業JCr社会政策時報j昭和14年11月号 416頁〉
3. r北海道酪農協同株式会社のiit革と概戎J25:rf 

第九節食生活改善指導

醗連時代から，寒地農業の確立は，附農業の普及，牛乳乳製品処理の確立，郷土食の創設を以て

最大要諦と為すという考えが信奉されていたが，食生活の改善に対しでも，同事連(公社，会社)は

熱意を有していた。

昭和10年3月北海道庁長官に提出せられたn石殖計画改訂に関する意見書Jを見ても，改訂計画
対築の第二項に， ，-泊地適食主義に依る;農家食料の自給改善に関する施設j と称する項目があり，

その中で，

イ，制高農家の食料自給方法を指導教育する施設

地方毎に適作物~具にするを以て地方色ある食料自給方訟を考究し指導者を養成して実際に食料

の改善身実行し，乳，肉は自家食料の過剰l品を売却すYるものなりとの信念密漏養すること。

ロ，女子学校，農村小学校に於て共地方に適する自給食料の実際的なる料理科身新設し補習教育-a'

なすこと。

ハ，育'年団，農事実行組合等そ中心として自給食料の実習をなし之が笑行を期すること。

等が提案されたのである。(1)

その後実施された酪農経営合理化運動においても，三立主義のーとして，食料の独立が掲げら

れ，この中で食生活の改善が強調されたことは前述のとおりである。

酷連の指導部では商事農食の指導に努めていに模様であるが， (十勝の芽室町につき，米食農家と酪

農食農家の生計費の比較が紹介されている。∞)共に食生活指導の系譜を「蹄農J誌によってうか

がうこととする。昭和 11年頃は，農家における自給主食物の加工調理として，燕麦，馬鈴薯， 澱
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粉の加工法が，また真駒内丁抹農場シヨンナゴーの「背から嬰探&好んでいた日本人が世界一の野

菜《馬鈴薯》在食べなかったとは何としても了解出来ぬj れ、う言.~5Iv 、て，馬鈴薯の食糧化が奨

められている。日華事変に入ってからの昭和14年には階段義塾調製の「附良食J:の試験等が紹介

されており，∞さらに兵食としては蹄農食について研究も行はれ，蹄農食で実行している 「練り込

む」方法即ちパン， うどん，団子等をこねる際にラードを充分ねり込むと云う方法での脂肪の食べ

方が脂肪食の理想的方法として兵食に新に応用されると述べ， 例として， ラード豆飯，すいとん

汁，紳粥，燕麦粥，支那風シチク等を挙げている。

終戦後は食料の不足と相侠って，醗静パンの作り方等が指導され，これに1~ドいパン窯の指導奨励

も行はれ，食生活改替に関する講習会が実施され，昭和25年には道内で二百数十戸，パン窯を設

け，現在は[IY，五百戸に速したものと推定されている。

食生活の指導は調理そのものに悶はれず君主業経常にタッチして成果，~~挙げるごとく行はれている

とされる。この商においては，特に北海道バターが熱心に指導しており，その協力指導の一例とし

て，美幌町古梅部落の事例Ji:'挙げ縛るであろう。(4)

本部落は昭和26年から町食生活改普モデ、Jレ部務となり，同年9月古梅生活改善研究会が誕生し，

後に全戸加入Ji:'見農家戸数55戸の附良部落 C7K聞はない)が，従来の牛乳のみ一部1利用という

状態から，自給生産物の高度利用と小麦利用による主食化そ図って米食偏重の食生活様式身改普す

圃 べしとU、う要望が起った。実施状況を見ると，北海道バター，小沢技師の指導の下に，附農加工場

の建設密計り，部落の火山友で火山友プロック在、作った。まtこ粉食化のために本プロックを利用

して，パン窯.~.築造， C外笹巾五尺問寸，奥行五凡高さ間尺五寸)毎週三回パンを製造し， 月に

480貫に迷し， これは一日ー食牛は毎日粉食を励行していることとなり，その他に高肉加工並に場

詰めを行い，農繁期の食料に充てる等の実績を挙げている。

設 1. 1"'酪速十年史J251 :頁以下
2. 出納陽一「北海道の岡高位と酪速の事業J(前掲418頁〉

3. 調製された酪農食には，野菜パン， !騒音薯パン，南瓜パン，ライ麦パン，燕麦の雑炊，馬鈴薯カレ』
カツ'"ト

南瓜パイ，豚汁，ハム'/-セージ，バター，チーズ，冷凍牛筑，活素〈ヒ揮にて草に供給せる乳酸鴎

飲料〉豆コーヒー等が列挙されてν、る。

4. 北海道バター「ク口パー便りJ2951'-1月 第26号

第十節視覚教育

現在余り知られていないが，離農協同株式会社時代映画製作が行はれた。即ち，終戦後補農意慾

τ の低下毛、見たので，輪作と土地の肥培によって酪農の振興と生活改善とそ目指したもので，いはば

楽しみ乍ら醐農精神.:a'植付けるような映画を製作しようとU、う企画があり，昭和22年4月から朝

日映画社に製作巻、依頼したものが「おすえちゃんJC聞各〕で製作授は 120万円と称されている。

名寄町日進部落を中心にロクーシヨンが行はれ， 完成後は23年1月初旬，映画班を車部綾L..て全道

Ji:'巡回し， 24年2月の調査によれば， 1テ年上映回数は238回(月平均20回)，入場延人員は147，

450人(1日平均入場者600名〕で，開催場所は鉄道駅から 6-7奥も奥地に入ったところもあっ

たといはれる。脚本を一読したが， コミック・ 7 ドリガルと銘うfこれているように，かなり都会的
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な味をもっ映画である。その内容は純情娘が牛嫌いの青年を牛好きにし，その青年の父~も酪農鵡

讃者にするという喜劇決画で，娯楽に渇えていた当時の農村に潤いを与へて喜ばれたと称される

が，他面余りに洗轍され過ぎに手法の故に，農民にアッピールしなかったと評する向きもある。と

にかくこの映画は会社の RR映画として考えてもよいであろう。その後， 映画製作に対する意図

はと記えて今日に至っている。

視覚教育の他の媒体として幻灯がある。各工場に幻灯器が備えつけてあり，主に冬季問，座談会

等がある場合に丁抹農業や蹄農技術に関するスライ l"~、鑑賞させるというが，自作のスライドは未

Tご製作されていることを聞かず，この商では特筆すべきものはないように思はれる。

第十一節北海道麟農青年研究会

開計農青年研究会は北開各社，較的、ては，雪印乳業，北海道バター両会社の後援の下に活動をしてい

る。昭和22年から開始されており，金道に単位組織262，会員数約5，000~有している。研究会は

間憾ミ青年研究連盟によって推進せられるが，その規約を掲げると次のとおりである。ω

北海道前農j若年研究連盟規約(昭和26年12月改正〕

，本連盟は北海道陣農青年研究連盟と称する。

日 本連盟の事務巻、処理するため事務局~、札幌市首穂話番地に置く。

コ 本連盟は全道に於ける地方陣農青年研究団体-a'以て構成し，単位団体相互の連絡融和を図るを

自的とする。

四，本連盟は前項の目的達成のため左の事業を行う。

1. 地方陥農研究団体の事業連絡

2. 会員の研究家項の交流及発表

3. 機関誌の発行∞

4. 共の他本連盟の目的達成の為必要なる事項。

試みに，昭和29年度の事業計画を見ると，研究五大目標を掲げ， (1)冬$[増産に関する研究， (21飼

料作物の栽培， (31寒地建築並びに生活改善， (4H則立生産地に於ける附農， (51農機具改善並びに利用

の研究等の実現在期している。本連盟からは， さきに太田正治委員長の丁抹留学があり，同氏はそ

の結果を種々報告しているが，くのさらに毎年1名宛丁抹えの留学が定期総会(昭和28年12月)に

おいて決定されたことは，農村青年を通じて丁抹農業を本道に紹介する道を確立したもので，間農

業振興上意義あることといえよう。

‘ '(' 

h 

酪農背年研究会は連盟の下に会社後援を以て，既に6回の開催そ見ており，毎回200名内外の参 γ 

集者~以て，講演と研究発表と昼、行っているのである。教育活動のー識として，こ L に掲げる所以

である。

設 1. r酪農青年」昭和26年 12月号
2. 機関誌「酪農青年J(月刊〉を発行している。
3. rデ y マーク農業シリーズ」として「テステ県ベステ村Jrオツテロップ村小農集団Jrエールセンの
生活と経営」等がある。
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第五章線 括

以上において醗連以降の教育活動Ji:'観察しにのであるが，技術の普及のfこめの活動は上述したと

ころの他に，酪農指導のための技術員設置，種牡牛の管理，人工授精施設，サイロ建設その他各種

の指導と，これが助成が行はれてきた。(1)

最近におけ6通勢は窺い得ぬが，昭和22年度の公益事業につき，北酷社が発表したところによ

れば，ヨたのごとき数字そ提示する。α〉

公益事業には 7，061，∞0円支出

株主配当には 1，800，000円支出(年6分〕

株主配当に比し実に4倍の金額を公益的事業に費していると。こ Lに云う公益事業とは広義の教育

活動と解せられるから，以て教育活動に示した熱意の}端は知り得るであろう。

わが国農業が北海道農業に要請しf二課題であるところの酪農一一北海道における農産物生産過程

の立体的構造是示す一一一の振興のために，楠連(公社，会社〕が，今流行の言葉で云えば，附農教

育Ji:'，パック・ボーンとして，これが徹底や期したことは偉とするに足る。

酪農に関する，か Lる組織的且つ広汎な教育は，他にその比を見ず，塾教育，学校教育，社会教

育，技術教育に，附農教育という筋金を通していったことは，前章において述べたとおりである。

協同組合の教育活動として，地に足のついたものであり，世上普通に見られる，抱沫のごとき文

化運動とはその類を異にするものであった。

これが成功の理由は種々あろうが，就中隣連創始期以来の人的結合を志~fLてはならぬ。産業組合

中央会に千石興太郎があって酎その事業を大いに推進せしめたととし隣速には宇都宮仙太郎があ

り，これを継ぐものとして黒沢酉蔵並びにー連の人々があって，帥連教育活動を押し進めたのであ

る。又笑際に教育の衝に当った人達も，酪農義塾に，隣農経営合理化運動に， また高等酪農学校に

おける指導のために骨身を惜しまず活躍し，東奔西走したことは，丁抹国民高等学校の教育におけ

る「ハ4スコーレ 7 ン」を想起せしめるものがあるoTハイスコー ν?ン」とは， 丁抹国民高等学

校運動において，弁詑達者で，博学多識，民衆的な人物逮をかように称したのである。(の

酪連以降の一連の教育は，単に酷農経営や酪農に関する技術Ji:'与えたのみでなく，精神的な要素

そも具備していた。これを羅列するならば，協同組合主義であり， 了抹国民高等学校の理念であ

り，独立自隼の念であり，農民道であり，キリスト教にもとづく三愛の精神であった。

第三章において述べたところであるが，酪連は行政庁の手厚き保護と助成とによって，北海道産

ず 業の推進途上におけるその役割沿果したと考えられるが，その酪農教育は，特に断農義塾，機農学

校，酪農短大，通信教育等の教育面においてtfr:!尭地を開拓して，却って従来の官公立学校の在り方

に対して批判を投げかけたと云ってよい。

そして，なお附加すべきことは，前章に掲げたごとき酪農教育は，当時者が意識しなかっfこにせ

よ，酪連や会社の事業治有利に進めたのであろうことも否定できぬ点である。

上に掲げにところは酪連教育活動の長所在述べたものである。併し宇爾解決すべき問題もあるで

あろう。これを考察してみたい。

49 



88 佐 4 木陵介

第一に協同組合fこる酪連，協同組合形態~採る会社の教育活動の理念が，協同組合主義に立脚す

ること巻旗印に掲げながら，その主張が単に Christianityの強調に終って， 協同組合主義自体

のつきつめた探究や，これと資本主義並びに社会主義との関係に関する分析を怠つてはいなかっfこ

であろうか。

第二に組合員は良く教育活動に協力したと見られるのであるが，全般的には幹部のみが踊って，

組合員は特定の者は別としてこれに乗って来なかっfこというごとき傾向はなかっfこであろうか。失

のような観察ちある。「生産者Tこる酪農経営は， 牛乳商品化の第一段階たる集乳過程さえも支配し

ていない。……従って集乳所与を生産者が自ら経営することによって，商品化に必要な検査や格付に

対する関心も強められるし，協同精神も培われる。」と。ω

第三に|階連や会社における従業員の教育は如何様に考えられにであろうか。成るほど，都農義塾

においては従業員の，主として技術に関する教育が試みられ1おり，その後も各種の講習会等が開

催された様子であるが，その信奉する協同組合主義彦徹底せしめる上に果して万全を期し得たであ

ろうか。また従業員の結成せる労働組合は協同組合の理念とU、かに調和せられにであろうか。

第四に往時から今日の会社に至る迄ー貫して来Tこ協同組合主義は，協同友愛の精神と，搾取のな

い農業や農村そ胸に捕らそし.て，協同組令組織や以て費本攻勢に対抗できぬ場令に対処するため

に，会社の名は使用するが，その経営方針は協同組合の行き方で進むのであると主張する。 しか

.. 
.，-' 

判

し，協同組合主義の限界であるとち考えられている，費金の獲得の困難や協同組合理念の農民えの h 

徹底の困難を克服してゆくために，果し1如何なる成果をもって，今後対処してゆこうとするので

あるか。

中小農的生産者ーであるところの， 3万4千戸の酪農家(金道農家戸数の1割4分に相当する)は

今後の会社の在り方に対して， どのような態度をもって迎えるであろうか。

若し会社が，協同組合主義の堅持に矛盾や困難ーを感じて行悩む事態が生じるとするならば，それ

は協同組合主義自体に存する思想の底の浅さありとして，そのJ悩みと共通するものであるかもしれ

ない。

最後に酪連以下が行った教育が与えるところの示唆を要約してみたい。

種々の批判があったとしても，その教育活動は直接生活と，即ち農民の生活と結びついていたと

いう点で注意や払はねばならぬ。

第一に協同組合の教育事業に対する示唆である。わが国の従来の協同組合における教育事業は，

いわゆる生活の裏づけのない農村文化身与えたり，或は講習会そ開いたり，出版物を出したり，映

画，幻灯の会た聞くことで精一杯であって，その中に生活と密接な知識や技術そ与えてゆく点にお

いて依けるところがあり，この状態は今日と雄も異ならない。財政商の制約も大いにあるであろう

が，協同組合事業の重要なる一環である教育事業を盛り立ててゆぐための熱意ある人物と，その教

育の心棒をどこに置くかとU、う考慮の不足があったことは否めぬ事・突である。

これに対して，酷連の教育活動は，行政庁の指導によって得られたのでなく，自らの力により即

ち有能なる先駆者の卓見と経法的基礎に根を下した教育一一酪農教育に徹底したという点で大いな

る暗示があると思うのである。教育や文化は上から与えられたものを甘受することではなく，叉単

言。
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に生活から遊離したところの雑然たる知識を獲得するためのものでは更になし今後の農村におけ

る農業協同組合教育活動が学ぶべき点は，上記の酷連の業績の中に多々存するであろう。

第二に学校教育に与える示唆である。機農学校は，わが国において初めて酪農教育を実施した学

校であるが戸〉酪農義塾以来の学校教育(酪農学園)の在り方は，従来のνツテル花けの卒業生を

出し技術を身につけず，卒業しでも農業に従事せずというよな農業教育，農学校教育に対して，警

鐘を与え，技術会身につけ，役に立ち，卒業して農業に就く人間在育成しようと非常な苦心を払った

その点で，学校教育に対して一石を投じたものと云えるであろう。

第三に社会教育に対する示唆である。既に触れたところであるが，従来の社会教育は，確たる目

標も，働きかける対象も失い勝ちであった。公民館，図書-館，博物館等身虎の子のように思いつ

め，極端に言えばこれらむ利用することのためにのみ努力が注がれたというような状態であった。

いかに活動し1み1も，その成果があったかどうか測定することも困難であったし，当事者は，一

休何~為すべきか腕在こまぬいて嘆息するのみであった。両容連の事業は立i灰な社会教育であった。

即ちその対象~先づ農村に限定した。そして「蹄農」に関する知識と技術の習得に焦点を絞ったの

である。この事実は，通信教育や冬期学校等に如実に示されているし，またそれTごけの効果も上っ

たのである。これらのことは，将来の社会教育の在り方に何物かを与えるであろうし，また農村に

おける社会教育の推進の場として，農業協同組合との提携をいかに行うべきか一一従来の社会教育

111.. においては， この点について余り蒋慮が払はれていなかったと思はれるーーについても，一つの課

題~提供することであろう。

-ー
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第四に所謂「文化運動」に対する示唆である。社会教育の場合にも適用できることであるが，何

故，酪速の教育活動が永続したかを考えるべきである。根無し草のような多くの文化運動の在り方

に対して，主唱者の熱意と生活との草野接な結びつきということが，考えさせる問題は決して小さな

ものではないであろう。

誌 1. r北海道酪農協同株式会社の沿革と概究J25頁
2. 同1:. 25-6頁

3. 神岡不二夫「丁抹国民高等学校JC北穆道帯牛研究会「丁採の農業J208頁以下〉

4. 伊藤俊夫「北海道酪農業の動向と課題J(1北海道商品践の研究-'8頁〉
う. 宮脇窮「商品農概論J256頁参照

附 配

本稿を終えるに当り，御懇切な指導をャただいた惚岡教授に厚〈謝意を表する次第である。また次の機関の

援助に土るととろが大きかった。

北海道農務部農業協同組合課

農林省農業総合研究所北海道支所

略農学閥知・期大学

酪疫学岡野幌高等酪農学校

北海道パ !il - 株式会社

日本ヂーリイマン協会

北語道教育委員会行政課

北海道指導農業協同組合連合会

酪農学閥野幌機農高等学校

雪印筑業株式会社

雪印穣首株式会社

なお北海道科学研究費補助に tって研究ヒの使jtを得たととを併せて記したい。
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SUMMARY 

Studies on the status of educational and cultural activities 

as promoted by Agricultural Cooperatives in Hokkaido 

- Development of educational activities of Hokkaido 

Cooperative Creamery Association -

by Ryusuke Sasaki 

The promotion of education is an important work in the activities of a cooperative 

association. As a good example there can be pointed out the remarlmble educational 

activity of the Antigonish Movement in Canada which has proved the possibiJities of 

educational activity by a coope.rative association. 

GeneraJ]y speaking， few educational activities of cooperative associations have been 

found in Japan. But tlle “Rakuren" (Hokkaido Cooperative 仁左eameryAss∞iation) has 

succeeded in this activity in Hokkaido. Its developmellt has beell accompanied with the 

Hokkaido Colonial Policy. The Ralrurell changed its form later， but its educational ideal 

hasremained almost unchanged. The educational activity follows a comprehensive plan 

and contains a private school， an agricu1tural school， a junior co]]ege， correspondence 

education， etc. The focus of its education has been dairy-farming education and both 

farmers and agriculture in Hokkaido have beel1 influenced by the education. 

Surely it has somethil1g to suggest to professional educators on school education and 

on adult education， etc. by a cooperative ass∞iation. 
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